
表4-1-28(3)既往調査及び文献により確認された動物(鳥類)

No. 目名 科名 種名(和名) 文献資料

選定基準

文化財
宮崎県 

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

31 ツル目 ク付科 ク付 24, 26 NT-r

32 ヒクイナ 18, 24, 26 NT NT-g

33 チドリ目 タマシr科 タマシr 24, 26, 27 VU NT-r

34 ミヤコドリ科 ミヤコドリ 24 NT-r

35 チドリ科 イカ/げドリ 13 NT-r

36 シロチドリ 24, 26, 27 VU VU-g

37 ケリ 24 DD

38 シキ''科 ハマシゲ 24 NT

39 ヘラシF 24, 26 希少 CR

40 ツルシF 24 VU VU-r

41 アカアシシキ'' 24 VU NT-r

42 タカプシキ'' 24 VU NT-r

43 オオソリハシシキ’ 24 VU NT-r

44 ホウロクシキ'' 26, 27 VU VU-r

45 コシャクシキ’ 24 EN

46 オオシ'シキ'' 24, 26 NT

47 セイタカシキ'' 科 セイタカシキ'' 22, 24 VU NT-r

48 ツハ''メチド！)科 ツハ''メチド！) 22, 26, 27 VU VU-r

49 カモメ科 才れグロカモメ 24 NT

50 ス''r ロカモメ 26 VU VU-r

51 コアシ'サシ 13, 22, 24, 26 指定 VU EN-g

52 ウミススリ科 カンムリウミススリ 26, 27 国天 VU EN-r

53 わコウ目 カッコウ科 シ''ュウイチ 26 NT-r

54 ツツド!) 13, 26 NT-r

55 フクロウ目 フクロウ科 コミミス'ク 24, 26, 27 NT-r

56 コノハス'ク 24, 26 EN-r

57 オオコノハス''ク 26 DD-2

58 アオバス''ク 13, 24, 26 VU-g

59 フクロウ 26 vu-g

60 ヨタカ目 ヨタカ科 ョタカ 26 NT EN-r

61 プッホ'ウソウ目 カワセミ科 アカショウヒ''ン 13, 26 NT-r

62 フ''ッホ°ウソウ科 フ'' ッホ°ウソウ 13, 26 EN EN-r

63 キツツキ目 キツツキ科 オオアカゲ' ラ 13 NT-g

64 ススワ目 ヤイロチョウ科 ヤイロチョウ 26 希少 指定 EN EN-r

65 サンショウクイ科 サンショウクイ 13, 24 VU

66 ツグミ科 コマドリ 26, 27 EN-r

67 ルリビタキ 24, 26 DD-2

68 トラツグミ 24, 26 VU-g

69 クロツグミ 24, 26, 27 DD-2

70 ウグイス科 セングイムシクイ 13 NT-g

71 イイグマムシクイ 24 国天 VU

72 ヒタキ科 キヒ''タキ 13, 24 NT-g

73 オオルリ 13, 26 NT-g

74 カササFヒタキ科 サンコウチョウ 13, 26 NT-g

75 ホオシ、科 コシぐュリン 24, 26, 27 VU DD-2

76 ホオアカ 18 0T-1

77 ノシ''コ 24 NT

13目30科77種 5種 7種 2種 53種 57種
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表4-1-28(4)既往調査及び文献により確認された動物(爬虫類)

No. 目名 科名 種名(和名) 文献資料

選定基準

文化財 動
棘

宮崎県

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

1 カメ目 ウミr メ科 アカウミゲメ 26 県天 EN NT-g

2 イシr メ科 クサカ''メ 26 VU-r

3 イシ*''メ 26 NT VU-r

4 スッホ'ン科 スッホ’ン 26 DD DD-2

5 トカグ目 ヘビ科 タカチホへビ 26 DD-2

6 シロマダラ 26 DD-2

7 コプラ科 エラプウミへビ 1,8 VU DD-2

2百5科7種 1種 〇種 〇種 4種 7種

表4-1-28(5)既往調査及び文献により確認された動物(両生類)

No. 目名 科名 種名(和名) 文献資料

選定基準

文化財 動
贿

宮崎県

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

1 サンショウウオ目 サンショウウオ科 オオイタサンショウウオ 1,8,12,17, 27 VU EN-r

2 コrタプ艸ンショウウオ 26 VU VU-g

3 カエル目 ヒキ方''エル科 ニホンヒキrエル 26 NT-g

4 アカカ''エル科 トノ 力"エル 26 NT NT-g

2目3科4種 〇種 〇種 〇種 3種 4種

表4-1-28(6)既往調査及び文献により確認された動物(魚類)

No. 目名 科名 種名(和名) 文献資料

選定基準

文化財 動
棘

宮崎県

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

1 ウナF目 ウナキ''科 ニホンウナキ'' 12 EN EN-g

2 コイ目 コイ科 モツゲ 26, 27 DD-2

3 ドシ''ヨウ科 ドシ◊ヨウ 26 NT NT-g

4 ナマで目 キ◊キ''科 アリアケキ'',チ 26 VU CR-r

5 ナマス''科 ナマで 12, 26, 27 NT-g

6 夕''ッ目 メグカ科 ミナミメグカ 26 VU CR-r

7 スス'キ目 アカメ科 アカメ 12, 26, 27 指定 EN VU-g

8 ハr科 カワアナコ'' 15, 26, 27 NT-g

9 トビハF 15, 26 NT VU-g

10 ルリヨシノホ''!) 26 NT-g

5目8科10種 〇種 〇種 1種 6種 10種
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表4-1-28(7)既往調査及び文献により確認された動物(昆虫類)

No. 目名 科名 種名(和名) 文献資料

選定基準

文化財
宮崎県

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

1 トンホ’目 イトトンホ''科 コフキヒメイトトンホ’ 12,21 NT-r

2 へ'ニイトトンホ’ 12,21,27 NT EN-r

3 モ-トンイトトンホ* 26, 27 NT EN-r

4 アオイトトンホ'科 コハ*ネアオイトトンホ'' 12,21,17 EN EN-r

5 カワトンホ'' 科 ニホンカワトンホ’ 26, 27 EN-g

6 ムカシトンホ'' 科 ムカシトンホ’ 21 NT-g

7 ムカシヤンマ科 ムカシヤンマ 21 NT-r

8 サナエトンホ'' 科 キイロサナエ 12,21,26, 27 NT VU-g

9 クロサナエ 21 NT-r

10 ウチワヤンマ 18,21 NT-g

11 オナカ''サナエ 21 NT-r

12 夕へ'サナエ 21,26, 27 NT EN-g

13 オグマサナエ 21 NT

14 ヤンマ科 ネアカョシヤンマ 21,26, 27 NT VU-g

15 アオヤンマ 12,21 NT DD-1

16 サラ种ンマ 12,21 NT-g

17 トン;r科 へ◊ッコウトンホ’ 12,21,26, 27 希少 CR CR-r

18 ョッホ''シトンホ'' 3, 8,21 NT-r

19 オオハラビPトンホ" 3, 8,12,21,26

,27

NT-r

20 ハッチョウトンホ'' 26, 27 EN-g

21 アキアカネ 12,21 NT-g

22 マイコアカネ 12,21 VU-g

23 カマキリ目 カマキリ科 ウスハ'カマキリ 18 DD

24 カメムシ目 アメンホ'科 エサキアメンホ'' 26, 27 NT EN-r

25 コオイムシ科 夕r メ 17, 26, 27 希少 VU VU-g

26 ツチカメムシ科 へ'ニッチカメムシ 17 NT-g

27 コウチュウ目 ハンミョウ科 イカリモンハンミョウ 12, 26, 27 EN VU-g

28 ヨドシロへリハンミョウ 26, 27 VU VU-r

29 コカ''シラミでムシ科 マタ’ラコカ'シラミス'ムシ 26, 27 VU CR-r

30 コツ/ゲ'ンコ"ロウ科 ムツホ''シツヤコップケ''ンコ''ロウ 21 VU VU-r

31 キホ'シチビコップグンコ、ウ 21 EN DD-1

32 ムモンチビコツフ'ゲ'ンコ、ウ 26, 27 VU CR-r

33 グン:Tpウ科 マ/げビグンデロウ 21 NT NT-g

34 ナカ"マ好ビグンコ’ロウ 21 NT-r

35 オオマルケシゲンコ* ロウ 21 NT VU-r

36 マルケシケ'ンコ’ロウ 21 NT VU-r

37 ケシゲンコ'ロウ 12,21 NT

38 ヒメケシケ'ンコ'ロウ 21 VU VU-r

39 コウへ'ツプグンデロウ 12,21 NT VU-r

40 シャ-プツフ''グンコ''ロウ 21 NT NT-g

41 ホソセスシ'グンコ◊ロウ 12,21 NT-r

42 チンメ於ンtスシ'グン:T ロウ 21 NT-g

43 キへ◊リクPヒメグンコ'ロウ 21 NT

44 キへ◊リマメグンコ◊ロウ 21 NT VU-r

45 グンコぐロウ 21,26, 27 VU CR-g

46 コrタノグンコ"ロウ 21 VU NT-g

47 シマグンコ* ロウ 21 NT NT-g

48 ウスイロシマケ'ンコ'ロウ 21 NT-r

49 スシ'ケ''ンコ''ロウ 21,27 EX EX-r

50 力''ムシ科 コrムシ 26, 27 DD VU-r

51 コカ'タカ'ムシ 18, 26, 27 VU EN-g
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表4-1-28(8)既往調査及び文献により確認された動物(昆虫類)

No. 目名 科名 種名(和名) 文献資料

選定基準

文化財
齡
肺

宮崎県

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

52 コウチュウ目 クワカ''タムシ科 オオクワヵ'' 夕 26, 27 VU VU-g

53 コrネムシ科 アカマrラハナムグ！) 26, 27 DD VU-r

54 オオfャイロハナムグリ 26 NT VU-r

55 ホタル科 ヘイケrタル 26 VU-g

56 カミキリムシ科 オニホソコハ''ネカミキリ 26, 27 DD-1

57 ヨッ;rシカミキ!) 17 EN

58 ミドリガミキリ 17 VU-r

59 トラフカミキリ 17 NT-g

60 アサカミキリ 26 VU VU-r

61 ハムシ科 ケシタマノミハムシ 26 DD-2

62 フタツメタマノミハムシ 26 DD-2

63 チョウ目 ミノ r科 オオミノカ'' 26, 27 EN-g

64 忡リチョウ科 ミヤマ性リ 17,21 NT-g

65 Vンイチモンシ'セセリ 12,21 NT VU-g

66 ミヤ竹ャハ'ネ性リ 17,21 NT-g

67 アゲハチョウ科 ミカドアケ''ハ 12,17,21 OT-1

68 オナカ◊アケ'' ハ 12,17,21 NT-g

69 シロチョウ科 ッマグPキチョウ 12,17,21 EN NT-g

70 スシ'ホ"ソヤマ衧ョウ 21 EX-d

71 ッマ,ニチョウ 12,21,17 NT-r

72 シシ"ミチョウ科 コッハぐメ 21 NT-g

73 スキ''タニルリシシ''ミ九州亜種 21 NT-g

74 キリシマミド!)シシ''ミ本州以南 

亜種

21,26 NT-g

75 ヒサマツミド!)シシ''ミ 26, 27 VU-r

76 タイワンッ/、''メシシ''ミ本土亜種 21,26, 27 EN EN-g

77 クロシシ'ミ 21,26, 27 EN EN-r

78 ミスシシ'ミ 21,27 VU VU-g

79 カラスシシ'ミ 17,21 NT-g

80 コ''イシシシ''ミ 17,21 NT-g

81 シルビアシシ’ミ本土亜種 21,27 EN VU-r

82 タテハチョウ科 コムラサキ 12,17,21 NT-g

83 ウラキ"ンスシ"ヒョウモン 21,27 VU CR-g

84 オオウラキ'ンスシ'ヒョウモン 21 NT-g

85 サトウラキ''ンヒョウモン 17,21,27 EN-g

86 オオウラキ'ンヒョウモン 21,26, 27 CR CR-g

87 クモカ"タヒョウモン 21 NT-g

88 ミスシ'チョウ 18 VU-r

89 ホシミスシ’ 21 VU-r

90 ヒオドシチョウ 12,21 NT-g

91 シ-タテハ 21 NT-g

92 シ'ヤノメチョウ科 ウラナミシ''ャノメ本土亜種 12,17,18,21 VU NT-g

93 ヒトリカ''科 ルリモンホソハ" 17 NT-g

5 @ 30科93種 〇種 1種 〇種 47種 88種
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表4-1-28(9)既往調査及び文献により確認された動物(陸産貝類)

No. 目名 科名 種名(和名) 文献資料

選定基準

文化財
宮崎県 

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

1 アマオフ''ネガ''イ目 コ"マオカタニシ科 コ"マオカタニシ 25 NT NT-g

2 原始紐舌目 ムシオイカソ科 サツマムシオイ 25 NT NT-g

3 有肺目 オカミミゲイ科 ケシ*''イ 25 NT NT-g

4 キハ'サナキ'力''イ科 ヤマトキハ'サナキ'力'イ 25 VU VU-r

5 キセルカ''イモドキ科 ホソキセルrイモドキ 25 DD-1

6 钟ルカ''イ科 アラハグノミrセル 25 NT NT-r

7 ナミキ''セル 25, 27 VU-g

8 ナンヒ-キ"セル 25, 27 CR+EN VU-r

9 アラナミF杪 25 OT-1

10 オキモドキキ'セル 25 NT NT-g

11 カタキ''セル 25 NT OT-1

12 ナミハタ'キ◊セル 25 OT-1

13 ハナコキ'セル 25 CR+EN CR-g

14 シタラ科 ヒメカサキビ 25 NT NT-g

15 サツマヒメカサキビ 25 DD DD-1

16 オオウエキヒ’ 25 DD NT-r

17 ヒビンキビ 25 NT NT-g

18 カサネシタラカ'イ 25 NT VU-g

19 ヒラシタラrイ 25 LP OT-1

20 ウメムラシタラrイ 25 NT NT-g

21 ベッコク7イマイ科 ヒラへ'ッコウ 25 DD DD-1

22 レンス'力ぐイ 25 VU NT-g

23 ナンハ'ンマイマイ科 サグミマイマイ 17, 25, 27 指定 CR+EN CR-r

24 オオスミビPウドマイマイ 25 NT CR-r

25 へソカドケマイマイ 25 NT

26 イロアセオりマイマイ 25 OT-1

3 @ 9^ft 26種 〇種 〇種 1種 21種 25種
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良 4-1-28(1 〇)既往調査及び文献により確富3された動!!勿(その他甲殻類等)

No. 綱名 目名 科名 種名(和名) 文献資料

選定基準

文化財
宮崎県 

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

1 マキrイ綱 オキナエビス 

rイ目

アマオフ''ネカ''イ科 ヒロクチカノコ 26, 27 NT VU-r

2 ニナ目 方ワサ''ンショウrイ科 ヨシダカワFンショウ方'' イ 17 NT

3 クリイpカワFンショウカ'' イ 17 NT

4 タニシ科 マルタニシ 17, 26 VU NT-g

5 エ!rマメタニシ科 ヒメマルマメタニシ 12, 26, 27 vu EN-g

6 トウr夕ナ科 タケノコカワニナ 12,17, 27 VU EN-g

7 リ!/ツホ'' 科 ヌノメチョウシTイ 17 NT

8 スシ'ウネリチョウシTイ 17 VU

9 コW 17 vu

10 ウミニナ科 へナタばイ 17 NT NT-g

11 フトへナタリrイ 26, 27 NT NT-g

12 イホ''ウミニナ 17 VU CR-r

13 ウミニナ 15,17 NT EN-g

14 カワアイrイ 26, 27 VU NT-g

15 トリテ''ニナ科 ハツカネス''ミrイ 17 CR+EN

16 タマカ''イ科 ツカ''イ 17 NT

17 ネコrイ 17 NT

18 ハ'イ目 アクキカ''イ科 仁サrエ 17 NT

19 カクハ''ンコ'ウナ科 イリゴウナ 27 VU CR-r

20 エプハ''イ科 ハV 17 NT NT-g

21 テングニシ 17 NT

22 ムシロカ''イ科 カニノテムシロ 27 NT CR-r

23 マクラカ''イ科 マクラrイ 17 NT

24 タケノコカソ科 シチクrイ 17 NT

25 ォカミミrイ目 オカミミカソ科 ナラビオカミミカ'' イ 17, 26, 27 VU EN-r

26 ウスコミミカ'' イ 26, 27 NT EN-r

27 トウカ''夕rイ科 ヌノメホソクチキレ 27 VU EN-r

28 モノアラカソ目 モノアラカソ科 モノアラカ''イ 17 NT NT-g

29 ヒラマキrイ科 ヒラマキミス'マイマイ 17 DD DD-1

30 ク/Vマヒラマキカ'イ 12, 26, 27 VU CR-r

31 ヒラマキrイモドキ 12 NT

32 ニマイrイ綱 フネヵ''イ目 フネrイ科 ハイrイ 17 VU

33 イrイ目 ハrウキrイ科 タイラr 17 NT

34 イシ*''イ目 イシrイ科 マツカサrイ 26, 27 NT CR-g

35 カタハrイ 26, 27 VU

36 イシrイ 26, 27 CR-r

37 卜了力'' イ 12,17 NT-g

38 ハマグリ目 シシ'ミ科 マシ/ミ 17 VU NT-g

39 ヤマトシシ'' ミ 17 NT DD-2

40 ウロコカ''イ科 ウロコrイ 17 NT

41 マルスグレrイ科 ウスハマグリ 17 CR+EN

42 ケマンrイ 17 NT

43 スグレハマグリ 26, 27 NT EN-r

44 ハザij 17, 27 VU NT-g

45 オキシシ'ミ 17 NT-g

46 カグミrイ 17 NT-g

47 アサリ 17 DD-2

48 シオぎイ 17 NT CR-g
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良 4-1-28(1 1)既往調査及び文献により確證5された動!!勿(その他甲殻類等)

No. 綱名 目名 科名 種名(和名) 文献資料

1碧定基句

文化財

1
^
1 宮崎県 

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

49 ニマイrイ綱 ハマグリ目 ハ'カカ''イ科 アリソrイ 17 VU

50 オオトリrイ 17 NT

51 フシリ/、ナrイ科 フシリハナカソ 17 NT

52 シオ村''ナミカ''イ科 抒ハtイ 17 VU-g

53 ムラサキヵV 17, 27 VU EN-r

54 オオノカ''イ目 コゲッrイ科 コグッグイ 17 NT

55

56

57

58

59

60

61

軟甲綱 エビ目 イワ方''二科 アシハラカ''二 15 NT-g
へ'ンケイr二科 ウモレへ'ンケイヵ'二 26, 27 CR-r

クシテr二 26, 27 VU-r

モクス''r二科 ミナミアシハラ方、 26, 27 CR-r

トリウミアカイソモドキ 27 VU-r

ムッハ''アリアケカ"二科 ムッハアリアケカ'二 27 CR-r

スナカ''二科 シれ特 26 VU CR-g

62 ハクセンシれ特 26 VU NT-g

63 ケプカr二科 マキトラノオr二 27 VU-r

64 アミメノコn力了ミ 15 OT-1

65 カニグマシ科 ヤドリカニダマシ 27 VU-r

66 クモr夕綱 クモ目 トタテグモ科 キノホ"リトタテグモ 17 NT NT-g

4綱12目37科66種 〇種 〇種 〇種 51種 42種
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【選定基準について】

1)表4-1-28 (1)-(11)の選定基準は以下の資料に基づく。

文化財:文化財保護法(昭和25年5月30日法律第214号、最終改正：平成30年6月8日法律第42号) 

宮崎県文化財保護条例(昭和31年3月30日宮崎県条例第15号、最終改正：平成17年3月29日、 
宮崎県条例第 33 号)

宮崎市文化財保護条例(昭和45年3月30日条例第7号 最終改正:平成21年12月25日条例第82号) 

特天：特別天然記念物、国天：国指定天然記念物

県天：県指定天然記念物、市天：市指定天然記念物

種の保存：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律

(平成4年6月5日法律第75号、最終改正：平成29年6月2日法律第51号) 

希少：国内希少野生動植物種

環境省RL:「環境省レッドリスト2020の公表についてJ (令和2年3月27日、環境省)

EX :絶滅、CR+EN :絶滅危惧I類、CR :絶滅危惧IA類、EN :絶滅危惧IB類、VU :絶滅危惧II類 

NT :準絶滅危惧、DD :情報不足

宮崎県条例：「宮崎県野生動植物の保護に関する条例」(平成17年12月27日条例第84号)

指定：宫崎県指定希少野生動植物種

宮崎県RL :「宮崎県レッドリスト(2015年度改訂)」(平成30年4月、宮崎県)

CR(-r,-g,-d):絶滅危惧IA類、EN(-r,-g):絶滅危惧IB類、VU(-r,-g):絶滅危惧n類、

NT(-r,-g):準絶滅危惧、DD(-l,-2):情報不足、0T(_l,_2):その他保護上重要な種

2)表中の文献資料は、表4-1-27既存文献資料一覧の番号に対応している。

※「宮崎県レッドリスト(2015年度改訂)」(平成30年4月、宮崎県)のカテゴリー定義について

区分 具体的条件

絶滅(EX)

EX-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、絶滅。

EX-g(general) 県内では、過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、絶滅。

EX-d (deficient) 県内で確認されていたもので、過去20年〜50年以上信頼のおける情報がないもの。

絶滅危惧

IA 類(CR)

CR-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、原則として、現在は1〜2か所でのみ生息し、 

個体数も極めて少ない状態でかろうじて生き残っているもの。

CR-g(general) 県内では、過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、極度に 

減少して、原則として、1〜3か所生息するか、あるいは個体数がほぼ5分の1以下に 

減少しているもの。それほど遠くない過去(2〇〜50年以内)の生息の確認情報がある 

が、その後信頼すべき調査が行われていないため、絶滅したかどうかの判断が困難な 

もの。

CR-d(deficient) 今後も確認情報が得られなければ「絶滅(EX)」、あるいは「野生絶滅(EW)Jに位置づ 

けられるもの。

絶滅危惧

IB 類(EN)

EN-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、原則として、現在は2〜4か所でのみ生息し、 

個体数もかなり少ない状態で生き残っているもの。

EN-g(general) 県内では、過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則と 

して、現在は3〜5か所で生息するか、あるいは個体数がほぼ2分の1以下に減少し 

ているもの。いずれの生息地でも、生息条件の悪化が継続しており、今後も継続的な 

減少が予想されるもの。

絶滅危惧n類

(VU)

VU-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、原則として、現在は5か所以下で生息し、個 

体数も少ないもの。

VU-g(general) 県内では過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則とし 

て、現在は10か所以下で生息するか、あるいは個体数がほぼ5分の4以下に減少し 

ているもの。今後とも大幅に分布が狭まったり、さらに個体数の減少が予想されるも 

の。

準絶滅危惧

(NT)

NT-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、分布域の一部において個体数が顕著に減少し 

ているもの。

NT-g(general) 県内では、過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、分布域 

の一部において、生息条件の悪化により絶滅したか、若しくは生息面積の減少や個体 

数の顕著な減少が見られるもの。

情報不足

(DD)

DD-1 県内における証拠標本や、信頼のおける記録があり、かって生息していたと思われる 

が、現存するかどうか判断できないもので、絶滅の可能性の考えられるもの。確認さ 

れれば「絶滅危惧IA類」に位置付けられる可能性の高いもの。

DD-2 県内では、現在明らかに生息しているが、評価するだけの情報が不足しているもの。

その他保護上

重要な種 

(0T)

OT-1 県内において、現在生息条件等が安定しているため「絶滅危惧」として上位ランクに 

移行する要素はないが、保護上重要と考えられるもの。

OT-2 全県レベルでは重要性の高いものではないが、地域レベルでは保護上重要と考えられ 

るもの。又は生息地が孤立している地域個体群で絶滅のおそれのあるもの。この場合 

は、種名に地域の名を冠して表現する。
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(3)注目すべき生息地の状況

ア.天然記念物

調査区域における「文化財保護法」(昭和25年5月30日法律第214号、最終改正：平成 

30年6月8日法律第42号)並びに「宮崎県文化財保護条例」(昭和31年3月30日宮崎県 

条例第15号、最終改正：平成17年3月29日、宮崎県条例第33号)及び「宮崎市文化財 

保護条例」(昭和45年3月30日条例第7号、最終改正：平成21年12月25 0条例第82 
号)に基づく天然記念物の状況は表4-1-29に、位置は図4-1-19に示すとおりです。調査 

区域には、天然記念物として指定されている生息地が1箇所あります。

実施区域には、天然記念物として指定されている生息地はありません。

表4-1-29天然記念物の状況

出典：「みやざき文化財情報」(令和2年4月、宮崎県教育庁文化財課)

指定 種別 名称 所在地 指定年月0

県 天然記念物 アカウミガメ及びそ

の産卵地

子供の国南端から堀之

内海岸

昭和55年6月24日

イ.生物多様性の観点から重要度の高い湿地(重要湿地)

調査区域における「生物多様性の観点から重要度の高い湿地(重要湿地)」(平成28年4 
月、環境省自然環境局自然環境計画課)として、表4-1-30に示す動物に係る重要度の高い 

湿地が4箇所あります。

実施区域には、重要度の高い湿地はありません。

表4-1-30生物多様性の観点から重要度の高い湿地

生息•生育域 生物分類群 選定理由 選定基準

大淀川河口からーッ瀬川

河口までの海岸

湿地性鳥類 コアジサシの継続的な集団繁殖地。
2, 4

宮崎市周辺の砂浜海岸 ウミガメ アカウミガメの主要な産卵地であり、 

1970年代よりモニタリングが行われ 

ている。南側より侵食が進み、ウミガ 

メの産卵は徐々に北に移っている。

5

ーッ瀬川河口およびニッ

立調整池

湿地性鳥類 クロッラヘラサギの渡来地。

2, 4

ーッ瀬川河口湿地 底生動物 貴重な種の生息地。 2

注：選定基準は以下のとおり

1. 湿原•塩性湿地、河川。湖沼、干潟•砂浜•マングローブ湿地、藻場、サンゴ礁等の生態系のうち、生物の生育• 

生息地として典型的または相当の規模の面積を有している場合

2. 希少種、固有種等が生育•生息している場合

3. 多様な生物相を有している場合(ただし、外乘種を除く)

4. 特定の種の個体群のうち、相当な割合の個体数が生育•生息する場合

5. 生物の生活史の中で不可欠な地域(採餌場、繁殖場等)である場合

出典：「生物多様性の観点から重要度の高い湿地」(平成28年4月、環境省自然環境局自然環境計画課)
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ウ.その他の注目すべき生息地の状況

調査区域における注目すべき生息地の状況について、調査区域には、「特に水鳥の生息地 

として国際的に重要な湿地に関する条約」(昭和55年9月22日条約第28号及び外務省告 

示第327号、最終改正：平成6年4月29日条約第1号及び外務省告示第209号)、「絶滅の 

おそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日法律第75号、最終 

改正：平成26年6月13 0法律第69号)、「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条 

約」(平成4年9月28 0条約第7号及び外務省告示第460号)及び「宮崎県野生動植物の 

保護に関する条例」(平成17年12月27 0宮崎県条例第84号)で指定されている生息地は 

ありません。また、「第1回自然環境保全基礎調査すぐれた自然調査」(昭和51年、環境庁) 

や「第2回自然環境保全基礎調査動物分布調査」(昭和54-56年、環境庁)等に記載された 

重要な種の生息域等、「第4回自然環境保全基礎調査動植物分布調査報告書(鳥類の集団繁 

殖地及び集団ねぐら)」(平成6年3月、環境庁)、「シギ•チドリ類渡来湿地目録の作成等 

について」(平成9年9月、環境庁)、「重要野鳥生息地(IBA)の保護指定状況」(平成30 
年3月、0本野鳥の会)、「0本の地形レッドデータブック第1集一危機にある地形一」(平 

成12年、古今書店)、「0本の地形レッドデータブック第2集一保存すべき地形一」(平成 

14年、古今書店)及び「宮崎県レッドリスト(2015年度改訂)」(平成30年4月、宮崎県) 

に掲載されている生息地はありません。
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2)文献による植物の生育の状況

(1) 植生の状況

調査区域における植生の状況を図4-1-20に示します。

調査区域の植生は、水田雑草群落や畑地雑草群落などの耕作地雑草植物群落と住宅地が 

大部分を占め、丘陵地ではスギ•ヒノキの植林地やシイ-カシ萌芽林等の二次的植生が比較 

的多く見られます。

(2) 植物相の状況

調査区域における植物相の状況は、生育記録のある植物種として、180科1,310種があ 

げられます。調査区域及びその周辺において、スダジイ、ナガバサンショウソウ、タコノ 

アシ、ミズネコノオ、スズメ ノトウガラシ、トキンソウ等の生育が確認されています
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(3)重要な植物種及び群落の状況

a.重要な植物種の状況

調査区域における重要な植物種の状況を表4-1-31⑴〜⑷に示します。

調査区域及びその周辺において生育記録がある重要な植物としては、合計195種があげ 

られます。
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表4-1-31(1)既往調査及び文献により確認された植物

No. 分類 科名 種名(和名)

S 選定基準

文化財
齡
肺

宮崎県 

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

1 シグ植物 マツハ''ラン科 マツハ'' ラン 26 NT VU-r

2 ヒカゲノカス''ラ科 スキ'ラン 26 指定 VU EN-r

3 ヒモラン 26 指定 EN VU-g

4 イワヒハ''科 クラマコ''ケ 23 CR-r

5 ミでニラ科 シナミス''ニラ 26, 27 VU CR-r

6 オオハ'シナミズニラ 26 EN CR-r

7 コケシノ/科 リュウキュウコケシノア' 26 EN-r

8 へコぐ科 クサマルハチ 26 EN-r

9 へコぐ 26 NT-r

10 ホングウシタ'' 科 シンエタ''ウチホングウシグ 26 CR-r

11 ホングウシグ 26 CR-r

12 キクシノフ’ 26 VU CR-r

13 イノモトソウ科 ヒカケ''アマクサシr 26 EN EN-r

14 チャセンシr科 オオタニワタリ 23, 26 VU EN-g

15 ツルキシ''ノオ科 へツカシグ 26 CR-r

16 オシグ科 ホ!/ハ''ヤフ’ソテツ 26 CR-d

17 ニセヨコ"レイタチシグ 26, 27 NT NT-r

18 イヌタマシグ 26 CR-r

19 ワカナシダ 23 NT-r

20 ヒメシタ''科 ミソ'シダモドキ 26 CR-r

21 テツホシr 26 VU-g

22 ヒメシタ'' 26 CR-r

23 メシグ科 カラクサイヌワラビ 23 NT-r

24 ヒロハイヌワラビ 23 NT-r

25 ヒロハノコキ'リシタ’ 26 EN-r

26 ニチナンヒPハノコキ'リシタ' 26 CR-r

27 ウラホ''シ科 コウラホ''シ 26 VU-r

28 テ'ンシ''ソウ科 テ'ンシ''!/ウ 23 VU EX-r

29 離弁花類 プナ科 プナ 23 NT-g

30 ハナ方''力◊シ 26 VU NT-g

31 イラクサ科 ナrハ''サンショウソウ 26 VU NT-g

32 ツチトリモチ科 キイレッチトリモチ 23, 26 NT-g

33 タテ'科 サイコクヌカホ'' 26, 27 VU CR-g

34 ヌカホ''夕r 26 VU EN-g

35 ミチヤナキ’ 23, 26 VU-r

36 コキ'シキ'シ 26 VU NT-g

37 ナテ'シコ科 ヒメハマナテ*シコ 26 CR-d

38 カワラナテ'シコ 23 NT-g

39 キンホ"ウゲ科 オキナグサ 23, 26 VU EN-g

40 タカ’ラシ 23, 26 NT-g

41 スイレン科 オニハ'ス 26, 27 VU CR-g

42 コウホネ 26 VU-g

43 ウマノスス"クサ科 ウマノスでクサ 23, 26 VU-r

44 ケシ科 ツクシキケマン 26 EN-r

45 :rプラナ科 コイヌカ''ラシ 23 NT VU-r

46 へ'ンケイソウ科 ッメレング 26 NT EN-r

47 ユキノシタ科 タコノアシ 26 NT NT-g

48 ヤシャビシャク 26 指定 NT EN-g

49 ハ'ラ科 カワラサイコ 23 EN-r

50 ッチグ!) 26 VU CR-r

51 マメ科 ヒメノハキ’ 23 VU-r

52 ハカマカス'ラ 26 VU-r
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表4-1-31(2)既往調査及び文献により確認された植物

No. 分類 科名 種名(和名)
魏
測

選定基準

文化財
齡
肺

宮崎県 

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

53 離弁花類 マメ科 イヌハキ'' 23, 26 VU EN-g

54 マキエハキ* 23 EN-g

55 ミカン科 タチハ''ナ 26 NT VU-g

56 アワフ''キ科 アオカス''ラ 23 EN NT-r

57 アオイ科 ハマホ'ウ 26 NT-g

58 ホ'ンテンカ 26 CR-r

59 ウ5科 コ◊キッ、 23 NT-g

60 ミソハキ''科 ヒメキカシグサ 18 CR

61 ヒメミソハF 18 EN-g

62 ミス、Fナ 26, 27 CR CR-g

63 ミでキカシグサ 26 VU VU-g

64 ミス'マッハ’ 23 VU

65 ノホ'タン科 ヒメノホ''タン 23 VU NT-g

66 アかヽ''ナ科 ミス"キンハソ 18, 26, 27 VU CR-g

67 ア!) ノトウグサ科 オグラノフサモ 26 VU CR-d

68 ホデキノフサモ 23 NT-g

69 セリ科 ヒュウカ''トウキ 23 VU VU-g

70 ック沖''!) 23 VU-r

71 ミシ对イコ 26 VU CR-g

72 ハマホ'ウフウ 23 NT-g

73 ヌ神'' リ 26, 27 VU CR-r

74 合弁花類 ッッシ''科 タカクマミツハ''ツツシ'' 23 EN

75 イ!/マッ科 ハマサシ, 26 NT VU-r

76 モクセイ科 ヒイラキ'' 18, 26 CR-r

77 リンドウ科 ハルリンドウ 23 VU-g

78 イヌセンフ’リ 26, 27 VU CR-r

79 センフ'' リ 23 NT-g

80 ムラサキセンフ''!) 23 NT VU-g

81 r力''イモ科 アオカモメグル 23 NT-r

82 ロクオンソウ 23 VU VU-g

83 フナハ''ラソウ 23, 26 VU VU-g

84 スス◊サイコ 26 NT VU-g

85 サクララン 26 CR-r

86 ヒルカ''才科 ハマネナシカでラ 26 VU DD-1

87 グンハ''イヒルr才 26 VU-r

88 ムラサキ科 マルハ'チシャノキ 26, 27 CR-r

89 クマッッ''ラ科 クマッッ''ラ 23 NT-g

90 シ!/科 ミス'ネコノオ 18, 26 NT VU-g

91 キセワタ 26 VU CR-r

92 ヤマシ'' ソ 26 NT EN-g

93 ミrコウシぐュ 23 NT NT-g

94 ヒメナミキ 26 EN-r

95 コ◊マノハグサ科 :Tマクサ 18, 26 VU NT-g

96 マルハ''ノサワトウrラシ 18 VU EN-g

97 ヒメサキ''コ'ケ 26 EN DD-1

98 ホソバヒメトラノオ 23 EN CR-r

99 コ'マノハグサ 26 VU CR-r

100 ヒキヨモr 23, 26 VU-g

101 ハマクワカ'夕 26 VU EN-g

102 イヌノフク'!) 23, 26 VU CR-g

103 キッネノマコ'科 アリモリソウ 26 CR-r

104 イワタハ''コ科 シシンラン 26 指定 VU CR-g
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表4-1-31(3)既往調査及び文献により確認された植物

No. 分類 科名 種名(和名)
施
類

選定基準

文化財 動
棘

宮崎県 

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

105 合弁花類 ハマウツホ'科 オカウツホ’ 26, 27 CR-d

106 タヌキモ科 ノタヌキモ 26, 27 VU CR-r

107 ミカワタヌキモ 26 VU CR-r

108 キキョウ科 ホタルフ'クロ 18 NT-r

109 ツルキ'キョウ 26 VU CR-r

110 タチミソ'カクシ 27 CR EX-r

111 キク科 マルハ''テイシ3ウソウ 23, 26 VU NT-g

112 イナカキ'ク 23 EN-r

113 モミシ''コウモリ 26 NT NT-g

114 イス*ハハコ 23 VU

115 ホソハ'オグ/W 23 VU NT-r

116 タカサコ'ソウ 26 VU CR-d

117 ホソハ'ニカ'ナ 26 EN CR-r

118 ハマニカ''ナ 23 NT-g

119 ヒナヒコ'タイ 23, 26 希少 EN CR-g

120 ヒメヒコぐタイ 26 VU CR-d

121 オナモミ 23 VU DD-1

122 単子葉類 トチカカ'' ミ科 クロモ 23 NT-r

123 ミス◊オオ'ぐコ 23, 26 VU EN-g

124 tキショウモ 26 VU-g

125 ヒルムシロ科 ヒルムシロ 18, 23 NT-g

126 センニンモ 26 CR-r

127 ササドモ 23 EN-g

128 !)ユウノヒゲモ 26, 27 NT CR-r

129 イトモ 26 NT CR-r

130 カワツルモ 26, 27 NT CR-r

131 アマモ科 コアマモ 26 NT-g

132 アマモ 26 EN-r

133 イハ'ラモ科 サrミトリグ' モ 26, 27 VU CR-d

134 イトトリグモ 26 NT EX-r

135 オオトリグモ 26 CR-r

136 トリケ''モ 27 VU EX-r

137 ユリ科 ノヒメユリ 23 EN EN-g

138 ツクハ''ネ!/ウ 23 NT-g

139 キハ'ナノホトトキ'ス 23, 26 VU NT-g

140 ヤマホトトキ'ス 23 NT-g

141 キンハ''イサ'サ科 コキンハ'イサ'サ 18 VU-g

142 ヤマノイモ科 ツクシタチドコロ 26 EN VU-g

143 ヒナノシャクシ'ョウ科 けノシャクシ''ョウ 26 CR-r

144 キリ/?シャクシ’ョウ 26 VU EN-g

145 イグサ科 ハナビセ"キショウ 23, 26 CR-r

146 ヒメコウカソセ'キショウ 26 NT-g

147 ホソイ 26 VU-r

148 ホシクサ科 アマノホシクサ 26 CR CR-d

149 イネ科 オオホシクサ 26 VU-g

150 クロホシクサ 18, 26 VU NT-g

151 コ'マシオホシクサ 26 EN CR-g

152 ウンヌケモドキ 26 NT EN-r

153 ヤシ科 ヒ’ロウ 26 OT-1

154 ミク！)科 ミクリ 26, 27 NT EN-r

155 カヤツリグサ科 ウマスケ'' 26 CR-g

156 ミヤマカンスケ’ 23 DD-1
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表4-1-31(4)既往調査及び文献により確認された植物

No. 分類 科名 種名(和名)
魏
測

選定基準

文化財

K
宮崎県 

条例

環境省

RL

宮崎県

RL

157 単子葉植物 カヤツリグサ科 ツクシナルコ 26 EN VU-g

158 コアrテンツキ 26 CR-r

159 ノテンツキ 18, 26 CR-r

160 オノエテンツキ 26 VU CR-r

161 クロタマrヤツ!) 18 VU-g

162 ヒメホタルイ 18 NT-r

163 イ灼キヤrラ 26 NT-r

164 コウキヤrラ 26 VU-g

165 ラン科 マメツ''タラン 23 NT NT-g

166 オキナワチドリ 26 VU CR-r

167 ムキ'ラン 23, 26 NT VU-g

168 キリ？7ヱビネ 23, 26 指定 EN EN-g

169 エビネ 23, 26 NT VU-g

170 ナツエヒ''ネ 23, 26 VU NT-g

171 キエビネ 23, 26 指定 EN EN-g

172 キンラン 18, 23 VU NT-g

173 タネカ''シマかf ロラン 26 CR-r

174 カンラン 23, 26 指定 EN CR-g

175 ナFラン 18 VU VU-g

176 クマカ''イソウ 26 指定 VU EN-g

177 キハ"ナノセッコク 26 指定 EN CR-r

178 カキラン 23 NT-g

179 オサラン 23 指定 VU VU-g

180 イモネヤグラ 26 EN VU-r

181 ナヨテンマ 26 EN CR-d

182 ハルデキヤツシロラン 26 VU VU-r

183 クロヤツシロラン 26 VU-r

184 へ*ニシュスラン 26 CR-g

185 タソサFソウ 26 指定 EN CR-g

186 ヒグナrトンホ’ 26 CR CR-r

187 ミでトンr 26 VU EN-r

188 ササハぐラン 26 EN CR-g

189 ホ'ウラン 23 NT NT-g

190 フウラン 23, 26 指定 VU VU-g

191 ムカコ''サイシン 26 EN CR-r

192 rンセ''キラン 26 指定 VU VU-r

193 ナコ'ラン 23, 26 指定 EN EN-g

194 ヤク穴ネッタイラン 26 指定 EN CR-r

195 キハ'ナノショウキラン 26 EN CR-r

69科195種 〇種 1種 15種 113種 192種
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【選定基準について】

1)表4-1-31(1)〜(4)の選定基準は以下の資料に基づく。

文化財:文化財保護法(昭和25年5月30日法律第214号、最終改正：平成30年6月8日法律第42号) 

宮崎県文化財保護条例(昭和31年3月30日宮崎県条例第15号、最終改正：平成17年3月29日、 
宮崎県条例第 33 号)

宮崎市文化財保護条例(昭和45年3月30日条例第7号 最終改正:平成21年12月25日条例第82号) 

特天：特別天然記念物、国天：国指定天然記念物

県天：県指定天然記念物、市天：市指定天然記念物

種の保存：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律

(平成4年6月5日法律第75号、最終改正：平成29年6月2日法律第51号) 

希少：国内希少野生動植物種

環境省RL:「環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年3月27日、環境省)

EX :絶滅、CR :絶滅危惧IA類、EN :絶滅危惧IB類、VU :絶滅危惧H類、

NT :準絶滅危惧、DD :情報不足

宮崎県条例：「宮崎県野生動植物の保護に関する条例」(平成17年12月27日条例第84号)

指定：宮崎県指定希少野生動植物種

宮崎県RL :「宮崎県レッドリスト(2015年度改訂)」(平成30年4月、宮崎県)

EX(-r, -g, -d):絶滅、CR(-r, -g, -d):絶滅危惧 IA 類、EN(-r, -g):絶滅危惧 IB 類

VU(-r, -g):絶滅危惧n類、NT(-r, -g):準絶滅危惧、DD(-l,-2):情報不足

OT(-l,-2):その他保護上重要な種

2)表中の文献資料は、表4-1-27既存文献資料一覧の番号に対応している。

※「宮崎県レッドリスト(2015年度改訂)」(平成30年4月、宮崎県)のカテゴリー定義について

区分 具体的条件

絶滅(EX)

EX-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、絶滅。

EX-g(general) 県内では、過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、絶滅。

EX-d (deficient) 県内で確認されていたもので、過去20年〜50年以上信頼のおける情報がないもの。

絶滅危惧

IA 類(CR)

CR-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、原則として、現在は1〜2か所でのみ生息し、 

個体数も極めて少ない状態でかろうじて生き残っているもの。

CR-g(general) 県内では、過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、極度に 

減少して、原則として、1〜3か所生息するか、あるいは個体数がほぼ5分の1以下に 

減少しているもの。それほど遠くない過去(2〇〜50年以内)の生息の確認情報がある 

が、その後信頼すべき調査が行われていないため、絶滅したかどうかの判断が困難な 

もの。

CR-d(deficient) 今後も確認情報が得られなければ「絶滅(EX)」、あるいは「野生絶滅(EW)」に位置づ 

けられるもの。

絶滅危惧

IB 類(EN)

EN-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、原則として、現在は2〜4か所でのみ生息し、 

個体数もかなり少ない状態で生き残っているもの。

EN-g(general) 県内では、過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則と 

して、現在は3〜5か所で生息するか、あるいは個体数がほぼ2分の1以下に減少し 

ているもの。いずれの生息地でも、生息条件の悪化が継続しており、今後も継続的な 

減少が予想されるもの。

絶滅危惧n類 

(VU)

VU-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、原則として、現在は5か所以下で生息し、個 

体数も少ないもの。

VU-g(general) 県内では過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則とし 

て、現在は10か所以下で生息するか、あるいは個体数がほぼ5分の4以下に減少し 

ているもの。今後とも大幅に分布が狭まったり、さらに個体数の減少が予想されるも 

の。

準絶滅危惧 

(NT)

NT-r(rare) 県内では、もともと希であったものが、分布域の一部において個体数が顕著に減少し 

ているもの。

NT-g(general) 県内では、過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、分布域 

の一部において、生息条件の悪化により絶滅したか、若しくは生息面積の減少や個体 

数の顕著な減少が見られるもの。

情報不足 

(DD)

DD-1 県内における証拠標本や、信頼のおける記録があり、かって生息していたと思われる 

が、現存するかどうか判断できないもので、絶滅の可能性の考えられるもの。確認さ 

れれば「絶滅危惧IA類」に位置付けられる可能性の髙いもの。

DD-2 県内では、現在明らかに生息しているが、評価するだけの情報が不足しているもの。

その他保護上

重要な種 

(0T)

OT-1 県内において、現在生息条件等が安定しているため「絶滅危惧」として上位ランクに 

移行する要素はないが、保護上重要と考えられるもの。

OT-2 全県レベルでは重要性の髙いものではないが、地域レベルでは保護上重要と考えられ 

るもの。又は生息地が孤立している地域個体群で絶滅のおそれのあるもの。この場合 

は、種名に地域の名を冠して表現する。
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b.重要な群落等の状況

調査区域における重要な群落等の状況を表4-1-32に、位置は図4-1-21に示します。調 

査区域には、特定植物群落として「日向灘中部海岸の海浜植物群落」の1箇所があります。 

実施区域には分布していません。また、「宮崎県レッドリスト(2015年度改訂)」(平成30 
年4月、宮崎県)で、「日向灘中部海岸の海浜植物群落」、「オニバス群落」が挙げられてい 

ます。

なお、「文化財保護法」(昭和25年5月30日法律第214号、最終改正：平成30年6月8 
日法律第42号)並びに「宮崎県文化財保護条例」(昭和31年3月30日宮崎県条例第15 
号、最終改正：平成17年3月29日、宮崎県条例第33号)、「宫崎市文化財保護条例」(昭 

和45年3月30日条例第7号、最終改正：平成21年12月25日条例第82号)、「絶滅のお 

それのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日法律第75号、最終改 

正：平成29年6月2日法律第51号)、「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」 

(平成4年9月28日条約第7号及び外務省告示第460号)及び「宮崎県野生動植物の保護 

に関する条例」(平成17年12月27日条例第84号)で指定されている生育地はありません。 

また、「日本の地形レッドデータブック第1集一危機にある地形一」(平成12年、古今書店)、 

「0本の地形レッドデータブック第2集一保存すべき地形一」(平成14年、古今書店)に 

掲載されている生育地はありません。

表4-1-32文献により確認された重要な群落等

注1:重要な群落等の選定基準は以下の資料に基づく。

No. 群落名 文献資料

選定基準

文化財 植物群落

RDB

特定植物

群落

宮崎県

RL

1 日向灘中部海岸の海浜植物群落 9,11,27 〇 A

2 オニバス群落 27 A

文化財：文化財保護法(昭和25年5月30日法律第214号、最終改正：平成30年6月8日法律第42号) 

宮崎県文化財保護条例(昭和31年3月30日宮崎県条例第15号、最終改正：平成17年3月29 
日、宮崎県条例第33号)

宫崎市文化財保護条例(昭和45年3月30日条例第7号、最終改正：平成21年12月25日条例第 

82号)

植物群落RDB : T植物群落レッドデータブック」(平成8年、(財)日本自然保護協会)による保護上重要群 

落として選定された植物群落

特定植物群落：「特定植物群落調査報告書一第2回自然環境保全基礎調査(昭和55年、環境庁)•第3回自 

然環境保全基礎調査(昭和63年、環境庁)」•「第5回自然環境保全基礎調査(平成12年、 

環境庁)」による特定植物群落

宮崎県RL :「宮崎県レッドリスト(2015年度改訂)」(平成30年4月、宮崎県)

A:「生物の多様性の確保及び自然環境の体系的保全」の上から、極めて危機的レベルの高い 

もの

注2 :表中の文献資料は、表4-1-27既存文献資料一覧の番号に対応している。
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C.その他の注目すべき植物

ア.天然記念物(樹木指定)

調査区域における「文化財保護法」(昭和25年5月30日法律第214号、最終改正：平成 

30年6月8日法律第42号)並びに「宮崎県文化財保護条例」(昭和31年3月30日宮崎県 

条例第15号、最終改正：平成17年3月29日、宮崎県条例第33号)及び「宮崎市文化財 

保護条例」(昭和45年3月30日条例第7号、最終改正：平成21年12月25 0条例第82 
号)に基づく天然記念物(樹木指定)の状況は表4-1-33に、位置は図4-1-21に示すとお 

りです。調査区域には、1箇所の樹木指定の国の天然記念物があります。

実施区域には、樹木指定の国の天然記念物はありません。

表4-1-33天然記念物(樹木指定)の状況

出典：「みやざき文化財情報」(令和2年4月、宮崎県教育庁文化財課)

指定 種別 名称 所在地 指定年月日

国 天然記念物 宮崎神社のオオシラフジ 宮崎市宮崎神宮 昭和26年6月9日

イ.生物多様性の観点から重要度の高い湿地(重要湿地)

調査区域における「生物多様性の観点から重要度の高い湿地(重要湿地)」(平成28年4 
月、環境省自然環境局自然環境計画課)として、表4-1-30に示す植物に係る重要度の高い 

湿地が4箇所あります。

実施区域には、重要度の高い湿地はありません。
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ウ.巨樹■巨木

調査区域における巨樹•巨木の状況は表4-1-34に、位置は図4-1-21に示すとおりです。 

調査区域には、巨樹•巨木が21箇所あります。21箇所の巨樹•巨木のうち、1箇所(21.ラ 

クウショウ)はみやざき新巨樹100選に選定されています。

実施区域には、巨樹•巨木はありません。

表4-1-34巨樹■巨木の状況

出典：「第4回自然環境保全基礎調査」(平成3年、環境庁)

番号 市 樹種 所在地

1 クスノキ 佐土原町宮本 下田島神社

2 タブノキ 佐土原町宮本

3 クスノキ 佐土原町梅野

4 クスノキ 佐土原町久峰観音

5 イチョウ 佐土原町西野久尾前島津墓地

6 ケヤキ 佐土原町那珂那珂小学校

7 アラカシ 佐土原町那珂

8 シイノキ 広原

9 タブノキ 島之内

10 クスノキ 島之内

11 宮崎市 タブノキ 塩路

12 タブノキ —

13 クスノキ 山崎

14 イチイガシ 下喜田

15 イチイガシ —

16 スギ 柏田

17 スギ 下北方

18 タブノキ 下北方

19 ホノレトノキ 宮崎神宮

20 スギ 宮崎神宮

21 ラクウシヨウ 宮崎神宮

「第6回自然環境保全基礎調査」(平成13年3月、環境省自然環境局)

エ.みやざき新巨樹100選
宮崎県では、巨樹•古木を選定対象として、「みやざき新巨樹100選」を選定しています。 

調査区域には、表4-1-35及び図4-1-21に示すとおり、新巨樹100選に選定された樹木が 

あります。3箇所の巨樹•古木のうち、1箇所(2.神宮のオオシラフジ)は天然記念物に指定 

されています。

実施区域には、新巨樹100選に選定された樹木はありません。

表4-1-35新巨樹100選に選定された樹木

出典：「みやざき新巨樹100選」(平成31年2月、宮崎県環境森林部環境森林課)

番号 巨樹•古木 樹高•幹周 伝承樹齢

1 佐土原島津のヤマモモ 10m • 6. 91m 360年

2 神宮のオオシラフジ 3m •1.87m 200年

3 神宮のラクウショウ 22m • 5. 40m 130年
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出典：「第3回自然環境保全基礎調査j (平成元年、環境庁) 

「笫4回自然玟境保全基礎調査J (平成7年、環境庁)

「笫G回白然環境保全基礎調査j (平成13年3月、環境省白然環境局) 

「みやざき新巨樹100選J (平成31年2月、苦崎県環境森林郎環境森林課) 

「みやざき文化財情報」(令和2年4月、宮崎県教育庁文化財課)

J) 都市計画対象道路事業実施区域

図4-1-21重要な植物群落等の位置図
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3)生態系の状況

⑴生態系の概要

調査区域には海岸や河川に沿って低地が広がり、それに連続して内陸側に山地及び丘陵 

地が分布しています。低地では、海岸線に沿って内陸に向かって自然裸地、砂丘植生、ク 

ロマツ植林が帯状に分布し、その内陸側に水田、畑地、市街地等が立地しており、主に農 

耕地を中心とした生態系が成立していると考えられます。また、山地及び丘陵地では、人 

ェ林のスギ•ヒノキ植林を主に、二次林のシイ-カシ萌芽林などの樹林を中心とした生態系 

が成立していると考えられます。

(2)自然環境類型区分
調査区域における自然環境について、地形、水系、植生区分等の情報を重ね合わせて整 

理することにより、類型区分を行いました。

調査区域における自然環境類型区分の概要を表4-1-36に、自然環境類型区分図を図

4-1-22に不します。

調査区域における自然環境類型区分は、山地及び丘陵地(8区分)、低地(8区分)、河川 

(1区分)で構成されています。事業実施区域は、主体が低地であり、水田、畑地、二次 

林等が分布しています。一部が山地及び丘陵地や河川となっており、山地及び丘陵地では 

二次林、人工林等が分布しています。

表4-1-36自然環境類型区分の概要

自然環境類型区分
主要な植生等

地形区分 植生区分等

山地及び
丘陵地

然林 ヤブニッケイータブ群落

二次林 シイーカシ萌芽林、ハクサンボクーマテバシイ群落

人工林 スギ.ヒノキ植林、モウソウチク林

樹園地 常緑果樹園

畑地 畑地雑草群落、牧草地

水田 水田雑草群落

ゴルフ場 ゴルフ場

その他 緑の多い住宅地、公園.墓地

低地

砂丘植生 砂丘植生

二次林 シイーカシ萌芽林

人工林 クロマツ植林、ホウライチク林

二次草地 チガヤーススキ群落、踏跡群落

畑地 畑地雑草群落、牧草地

水田 水田雑草群落

ゴルフ場 ゴルフ場

その他 自然裸地、市街地、緑の多い住宅地、造成地

河川 河川、池 開放水域、ヨシクラス、ツルヨシ群落、アマモクラス
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記号 区分

山地及び丘陵地

低地

(1111111 丨 IJ) 河川

自然林

砂丘植生

二次林

CZZD 人工林

( ) 自然草地

(------- ) 二次草地

c—) 樹園地

し J 水田

CT~) 畑地

C____ J ゴルフ場

C ) その他

C_」 河川、池

( J 自然裸地

C ) 都市計画対象道路事業実施区域

4-1-22自然環境類型区分図

〇 1.0 2.0 3.0 4.0km

1:50,000
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(3)類型区分毎の生息■生育基盤及び主要な動植物種

調査区域における自然環境類型区分を構成する地形、水系、植生区分による動植物の生 

息•生育基盤及びそこに生息•生育する可能性のある主要な動植物について、調査区域に 

おいて生息•生育記録がある動植物の生態的特性を踏まえて整理を行いました。

調査区域における自然環境類型区分のうち、実施区域及びその周辺における自然環境類 

型区分の状況として、類型区分毎の主要な動物種及び植生の状況を表4-1-37⑴〜(2)、各 

自然環境類型区分の模式的食物連鎖図を図4-1-23 (1)〜(3)に示します。

表4-1-37(1)実施区域及びその周辺における類型区分毎の主要な動物種及び植生の状況

注：主要な動物種は、既存資料および専門家からの情報に基づき記載した。

自然環境類型区分
主要な動物種 主要な植生等

地形区分 植生区分等

山地及び

丘陵地

二次林 哺乳類：アカネズミ、タヌキ、テン、イノシシ

鳥類：フクロウ、アオゲラ、キビタキ、カラ類 

爬虫類：シマヘビ、カナヘビ

両生類：ニホンヒキガエル、ヤマアカガエル

昆虫類：モリチャバネゴキブリ、クダマキモドキ、ウマオイ、

ノコギリクワガタ、ムラサキシジミ

陸産貝類：ヤマタニシ、タカチホマイマイ

シイ•カシ萌芽林、 

ハクサンボクーマ

テバシイ群落

人工林 哺乳類：アカネズミ、ムササビ、テン

鳥類：サシバ、フクロ1>、サンコ1>チョ1>、カラ類 

両生類:ヤマアカガエル

昆虫類：オニャンマ、マスダクロホシタマムシ、ヒメスギカ

ミキリ、クロコノマチョウ

スギ•ヒノキ植林

樹園地 哺乳類：アカネズミ、タヌキ、イタチ

鳥類：キジバト、ヒヨドリ、モズ、ホオジロ 

爬虫類：カナヘビ、シマヘビ

昆虫類：チャバネアオカメムシ、ドウガネブイブイ、フタモ

ンアシナガバチ、モンキアゲハ

常緑果樹園

畑地 哺乳類：イタチ

鳥類：モズ、ツグミ、ホオジロ、カワラヒワ

爬虫類：カナヘビ

昆虫類：エンマコオロギ、トノサマバッタ、オオモモブトシ

デムシ、ヒメアカタテハ、ミイデラゴミムシ

陸産貝類：ウスカワマイマイ、オナジマイマイ

畑地雑草群落

水田 哺乳類：イタチ

鳥類：サギ類、ヒクイナ、スズメ、カシラダカ

爬虫類：クサガメ、カナヘビ

両生類：ヤマアカガエル、シュレーゲルアオガエル

昆虫類：マユタテアカネ、タンボコオロギ、タイコウチ、ア 

オバアリガタハネカクシ

水田雑草群落
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表4-1-37(2) 実施区域及びその周辺における類型区分毎の主要な動物種及び植生の状況

注：主要な動物種は、既存資料および専門家からの情報に基づき記載した。

自然環境類型区分
主要な動物種 主要な植生等

地形区分 植生区分等

低地 二次林 哺乳類：コウベモグラ、イタチ

鳥類：アオバズク、コゲラ、ヒョドリ、シジュウカラ 

両生類:ヤマアカガエル

昆虫類：オニャンマ、モリチャバネゴキブリ、ウマオイ、エ 

ゾカタビロオサムシ、ニイニイゼミ、コミスジ、ア 

オスジアゲハ

陸産貝類：ヤマタニシ、タカチホマイマイ

シイ•カシ萌芽林

二次草地 哺乳類：コウベモグラ、カヤネズミ、イタチ

鳥類：ヒバリ、モズ、ホオジロ、カシラダカ 

爬虫類：カナヘビ、シマヘビ

昆虫類：ウスバキトンボ、チョウセンカマキリ、ホソハリカ

メムシ、ヨモギハムシ、ツバメシジミ

チガヤーススキ群

落、踏跡群落

畑地 哺乳類：コウベモグラ、イタチ

鳥類：ヒバリ、モズ、ツグミ、ムクドリ、ホオアカ 

爬虫類：カナヘビ

昆虫類：エンマコオロギ、ホソヘリカメムシ、ウリハムシ、

ベニシジミ、タテハモドキ

陸産貝類：ウスカゥマイマイ、オナジマイマイ

畑地雑草群落

水田 哺乳類：タヌキ、イタチ

鳥類：カルガモ、サギ類、コチドリ、セッカ、スズメ 

爬虫類：カナヘビ

両生類：アマガエル、トノサマガエル、ヌマガエル

昆虫類：ナツアカネ、オナガササキリ、ツマグロョコバイ、

スジアオゴミムシ、タテハモドキ

水田雑草群落

河川 河川、池 鳥類：カイツブリ、サギ類、カワウ、ミサゴ、カワセミ 

爬虫類：クサガメ、イシガメ

魚類：ニホンウナギ、ギンブナ、オイカワ、ウグイ、モツゴ、 

ミナミメダカ、ボラ

昆虫類：クロイトトンボ、ハグロトンボ、ニシカワトンボ、 

ギンヤンマ、コヤマトンボ、カゲロウ類、アメンボ、 

コシマゲンゴロウ、ツブゲンゴロウ、キベリマメゲ 

ンゴロウ、キイロヒラタガムシ、ヒメガムシ、トビ 

ケラ類、ユスリカ類

甲殻類等：テナガエビ類

開放水域、ヨシク

ラス
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萵次

消赀者

哺乳類 鳥類

?ヌキ' イノシシ

昆虫類 足虫類

昆虫類 陸產貝類

マユタテアカネ、ヱンマコオU 

キ'、タイJウチ、フ杆ンアシ-J

力～ぐチ、ミイテ''ラデミムシ

トノ行ハ*?夕、チャベネア村メムシ、 

ドウゲネフソ/イ、tンキアゲ

ウスカワマイマイ、才

ナ/■マイマイ

オニャンマ、クタ’マキモ

ド'キ、ウマオイ

注:1上図の掲載種は、既存资料および専門家からの情報に基づき記栽した。2朱書きの動物種、植生は、地域を特徽づける生態系の注自種•群集を示す。

アオrラ、サンコウチ 

ヨウ、カラ籾

肉生•爬虫頌

シュレ-ゲルアオカ'' 

エル、針へビ

両生•爬虫®

ニホン！:キWル,ヤ 

Vアカカ*'1Lル、カナ

陸鹿貝類 坫虫類

ヤマタエシ、夕好ホ 

マイマイ

モ1JチV、’'ネコ”キプ!!ソコキ’1Jクワ 

ク、ムラサキシシ’ミ、什コ/マf3ウ

---く-----------------------------•-------------------
带緑広莱樹林 スキ''-ヒノキ植林

1て次林 人工林

図4-1-23 (1)山地及び丘陵地の生態系の模式的食物連鎭図
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土産者

基盤

コウA' .tク’ラ カヤばミ

八

両生類 両生•爬虫類

ヤマ尸力rエル

K虫類昆山,類

陸産fl類S虫頓 a虫類 陸薙貝類

ナツアカネ、ウス,、'' キトン；I;'、Tンマ”才!! 

キ'、チ3ウセンカマキ！),スシフオデミムシ

モリチ•ハ’ネコ•キフ''!)、二仁イ 

t'ミ、コミスシ'’、アオスシ'アケ*/、

ホゾハリカメムシ、ツマク、ヨコハ''イ、ヨモ 

キ'’ハムシ、ツハ'’メシシ’ミ、タテハtKキ

/マカ..エル、トノサマカイル、 

7マカ3〕•ル、カナへヒ’

nチド!)、ヒ'、''V、モ;C、ツ

グミ、ムオシ、

ザラ、ヒ3ドリ、

シシ'ュウカラ

ヤマタニシ、タカチホマ

•(マイ

ウスカワマイマイ、村

シ’■マ■(マイ

才rヤンマ、ウマオイ、了い 

ソ'カタヒ、オサムシ

シイ•於萌芽林 i

1
1
1
1

:キ群落,踏

跡群落

畑地雑争群落 水IU雑故群落
11

二次林 1 1 ソ,也 畑地 水出

注：1上図の掲載種は、既存資料および専托家からの情報に基づき記載した。

2朱善きの動物種、植生は、地域を特徽づける生態系の注目種•群集を示す。

図4-1-23 (2)低地の生態系の模式的食物連鎖図

卨次

消費者

_烏類
アオハ：でク

八

总類

哺乳類

イタチ

i

»-! r-4
哺乳® 爬!!1.類

哺乳類

打キ

------ CZ
啼乳類

_鳥煩

サキ'類

鳥類

□
□
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□
低次

消費者

生産者

基盤

昆虫類 昆虫類

t

開放水面•ヨシクラス 開放水面

池河川

クロ仆トンホ''、ギンヤンマ、アメンホ''、 

ツブケ'' ンコ'' ロウ、コシマケ'' ンコ'' ロウ

ハグロトンホ''、こシカワトンホ''、コヤマトン 

ホ''、キへ''リマメゲ'ンゴロウ

_____ 鳥類

サギ類

爬虫類

クサがメ、ィシが

鳥類

カイツブリ、カワセ

ミ、ハクセキレイ

_____ 鳥類

ミサゴ、カワウ

魚類 ’ £類

オイカワ、ウグイ、カマツカ、ホ''ラ モツゴ、コイ、ギンブナ、メダカ

昆*類 昆*類

カゲ'ロウ類、トビケラ類、ユスリカ類 トビケラ類、ユスリカ類、キイロヒラタがムシ、ヒメがムシ

注：1上図の掲載種は、既存資料および専門家からの情報に基づき記載した。

2朱書きの動物種、植生は、地域を特徴づける生態系の注目種•群集を示す。

図4-1-23(3)河川の生態系の模式的食物連鎖図
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(4)地域を特徴づける生態系

調査区域における地域を特徴づける生態系は、表4-1-36に示した自然環境類型区分をも 

とに、事業特性を考慮し、地域を特徴づける生態系として「山地及び丘陵地の樹林地生態 

系」、「低地の水田を主とする耕作地生態系」、「河川生態系」を表4-1-38に示すとおり設定 

し、図4-1-24に不します。

表4-1-38地域を特徴づける生態系の設定

自然環境類型区分
地域を特徴づける生態系

地形区分 植生区分等

山地及び丘 

陵地

自然林

山地及び丘陵地の樹林地

生態系

二次林

人工林

樹園地

畑地

水田

ゴルフ場

その他

低地

砂丘植生

低地の水田を主とする耕作地

生態系

二次林

人工林

二次草地

畑地

水田

ゴルフ場

その他

河川 河川、池 河川生態系
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記号 区分

山地及び丘陵地の樹林地生態系

低地の水田を主とする耕作地生態系

¢111111111]) 河川生態系

自然林

砂丘植生

二次林

(=) 人工林

( ) 自然草地

(---------) 二次草地

C-------3 樹園地

( ) 水田

畑地

( ) ゴルフ場

( ) その他

= 河川、池

(=) 自然裸地

( ) 都市計画対象道路事業実施区域

図 4-1-24 地域を特微づける生態系区分図
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(5)地域を特徴づける生態系の生息■生育基盤及び主要な動植物種

調査区域における地域を特徴づける生態系を構成する地形、水系、植生区分による生息• 

生育基盤、そこに生息•生育する可能性のある主要な動植物は、前述の表4-1-37 U)〜(2) 
に示したとおりです。

⑹地域を特徴づける生態系における注目種■群集

調査区域における地域を特徴づける生態系において、生息•生育する可能性のある動植 

物種及び群集の生態的特性及び相互の食物連鎖上の関係等を踏まえて、各生態系の指標と 

して表4-1-39に示す「上位性」、「典型性」及び「特殊性」の観点から、注目される動植物 

の種又は群集(以下、「注目種•群集」という。)を抽出した結果を表4-1-40⑴〜⑵に示 

します。

表4-1-39上位性■典型性■特殊性の定義

抽出基準 定 義

上位性
地域を特徴づける生態系の上位に位置する動物で、行動圏が広く、多様な環境を利 

用する動物の中で、より大型でかつ個体数の少ない肉食動物を抽出する。

典型性

地域を特徴づける生態系において、相対的に分布域が広い植生の中で優先する植物 

種又は植物群落、それらを補食する動物(一次消費者程度)、個体数が多い動物(哺乳 

類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、昆虫類等)を抽出する。

特殊性

地域を特徴づける生態系において、相対的に分布範囲が狭い環境、又は質的に特殊 

な環境に生息•生育する動植物種を抽出する。ただし、レッドデータブック、レッドリ 

スト選定種は、生息•生育域が限られているものに限ることとする。
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表4-1-40(1)地域を特徴づける生態系の注目種■群集

地域を特徴づける

生態系

生態系の注目

すべき観点
注目種•群集 抽出の理由

山地及び丘陵地の樹林 

地生態系

上位性 テン 栄養段階の上位に位置する中型哺乳 

類。樹林性で行動範囲が広い。フィー 

ルドサインで生息状況を把握すること 

が可能である。

フクロウ 栄養段階の上位に位置する夜行性の猛 

禽類。神社や寺など大きな木のある場 

所に生息する。目視や鳴き声で生息状 

況を把握することが可能である。

典型性 アカネズミ 主に樹林地に広く生息する小型哺乳 

類。個体数が多く、食物連鎖の中位に 

位置するため、当該生態系での影響度 

が大きい。トラップ法で生息状況を把 

握することが可能である。

カラ類(ヒガラ、ヤ

マガラ、シジュウカ 

ラ)

樹林地に広く生息する小鳥類。個体数 

が多く、食物連鎖の中位に位置するた 

め、当該生態系での影響度が大きい。

目視や鳴き声で生息状況を把握するこ 

とが可能である。

ムラサキシジミ ブナ科常緑樹を食草とするシジミチョ 

ウ類で、当該地の二次林の指標となる。 

目視確認で生息状況を把握することが 

可能である。

タカチホマイマイ 樹林地の樹上に生息する陸産貝類で、 

個体数も多い。当該地の二次林の指標 

となる。目視確認で生息状況を把握す 

ることが可能である。

常緑広葉樹林 二次林のシイ•カシ萌芽林を主体とす 

る樹林。面積が広く、多くの動物の生 

息基盤となる。目視確認で生育状況を 

把握することが可能である。

注：注目種•群集は、既存資料および専門家からの情報に基づき抽出した。
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表4-1-40(2) 地域を特徴づける生態系の注目種■群集

注：注目種•群集は、既存資料および専門家からの情報に基づき抽出した。

地域を特徴づける

生態系

生態系の注目

すべき観点
注目種•群集 抽出の理由

低地の水田を主とする

耕作地生態系

上位性 サギ類(アマサギ、

ダイサギ、コサギ、 

アオサギ等)

主に水田や河川の両生類や魚類等を捕 

食する大型の鳥類。目視確認で生息状 

況を把握することが可能である。

典型性 コウベモグラ 樹林地から耕作地まで様々な環境に生 

息する。個体数が多く、食物連鎖の中 

位に位置するため、当該生態系での影 

響度が大きい。フィールドサインで生 

息状況を把握することが可能である。

ヌマガエル 水田で繁殖するカエル類。個体数が多 

く、食物連鎖の中位に位置するため、 

当該生態系での影響度が大きい。目視 

や鳴き声で生息状況を把握することが 

可能である。

タテハモドキ 水田周辺に生えるオギノツメ等を食草 

とするタテハチョウ類。当該地の耕作 

地の指標となる。目視確認で生息状況 

を把握することが可能である。

水田雑草群落 水田の典型的な植生。面積が広く、多 

くの動物の生息基盤となる。目視確認 

で生育状況を把握することが可能であ 

る。

河川生態系 上位性 ミサゴ 栄養段階の上位に位置する魚食性の猛 

禽類。目視確認により生息状況を把握 

することが可能である。

ニホンウナギ 栄養段階の上位に位置する肉食性の魚 

類。延縄や潜水目視などで生息状況を 

把握することが可能である。

典型性 オイカワ 河川の平瀬に生息するコイ科魚類。個 

体数が多く、食物連鎖の中位に位置す 

るため、当該生態系での影響度が大き 

い。タモ網、投網、潜水目視などで生 

息状況を把握することが可能である。

テナガエビ類 河川の中下流に広く生息する甲殻類。 

個体数が多く、食物連鎖の中位に位置 

するため、当該生態系での影響度が大 

きい。タモ網で生息状況を把握するこ 

とが可能である。
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(7)注目種■群集の生態及び相互関係

抽出された地域を特徴づける生態系の注目種•群集について、それらの生態及び相互関 

係を整理した結果を表4-1-41⑴〜⑵に示します。

表4-1-41(1)注目種■群集の生態及び相互関係

地域を特 

徴づける 

生態系

注目種•群集

生活史 他の動植物との関係 生活形

生息場所の利用形 

式(定住性•繁殖• 
産卵等の時期や日 

周活動等)

生息場所の利 

用内容(生息場 

所の環境要素 

等)

生活圏の広がり

(行動H)

食性 捕食者 採食ギルド 

区分

び
の
生 

及
地
地 

地
陵
林
系 

山
丘
樹
態

上位性 テン •周年生息 

•春に繁殖

•低地から山地

の森林に生息

•広い行動匿を 

持つ(亜種のツ 

シマテンでは 

平均70ha)

•ネズミ類、 

鳥類、両生 

爬虫類、昆 

虫類、果実 

類等

•クマタカ •樹林地 

•雑食

フクロウ •周年生息

•営巣地、餌場等

として利用

•平地から山地

の林に生息

•留鳥として神 

社や寺等大き 

な木のある場 

所に生息

•ネズミ類、 

両生類、爬 

虫類、昆虫 

類、鳥類等

.雛:ヘビ類、

カラス類

•樹林地

•肉食

典型性 アカネズ •周年生息

•晩秋〜初春に繁

殖

•低地から髙山 

帯までの主に

森林に生息

•数kmにも渡る

移動が可能で

ある

•種子、昆虫

類等

•フクロウ、

テン、イタ 

チ類等

•樹林地 

•雑食

カラ類(ヒ 

ガラ、ヤマ 

ガラ、シジ 

ュウカラ)

•周年生息 

•春に繁殖

•平地から山地

の林に生息

•冬の群れは〇. 5 

〜15. 9haの行 

動圏(シジュウ 

カラ)

•種子、昆虫

類等

•猛禽類、テ

ン、ヘビ類 

等

•樹林地

•雑食

ムラサキ 

シジミ

•周年生息(成虫 

越冬)

-3-4 月、6-10 月 

に新成虫が発生

•平地の林に生

息

•食樹のあるブ 

ナ科の常緑樹 

林に生息

•ブナ科の常 

緑樹が主な 

食樹

•鳥類、クモ 

類、カマキ 

リ等

•樹林地

•植物食

タカチホ 
マイマイ

•周年生息 •樹林や林縁に

生息

•移動力は小さ

い

•枯葉などの 

植物遺骸や 

樹皮等

•タヌキ、才

サムシ等

•樹林地

•植物食

常緑広葉

樹林

•周年生育

•シイの花期は春

— — — — —

水
体
耕
態 

の
主
る
生 

地
を
す
地 

低
田
と
作
系

上位性 サギ類(ア 

マサギ、ダ 

イサギ、コ 

サギ、アオ 

サギ等)

•周年生息

•春〜夏繁殖

•低地の水田、 

河川等に生息

•巣の周りのご 

く狭い範囲を 

なわばりとし 

て防衛

•両生類、魚 

類、昆虫類、 

甲殻類

.雛:ヘビ類、 

カラス類 

•成鳥(小型 

サギ類) 

:中〜大型猛 

禽類

•水辺

•肉食

典型性 コウベモ

グラ

•周年生息 

•春に繁殖

•低地から山地 

の草地、耕作 

地、森林に生 

息

• 土中をトンネ 

ルを掘って移 

動する

•昆虫類、ミ 

ミズ類、力 

エル類、種 

子等

•中型哺乳 

類、猛禽類

•草地 

•肉食

ヌマガエ

ル

•周年生息(冬は

冬眠)

•春〜夏に繁殖

•低地の水田に

生息

•水田周辺で見

られることが 

多い

•小型昆虫 

類、クモ類

•ヘビ類、イ 

タチ類、夕 

ヌキ、サギ 

類

•水辺 

•肉食

タテハモ

ドキ

•周年生息

•年3〜5回発生

•農耕地や人家 

周辺に生息

•成虫は移動し 

ながら花で吸 

蜜する

•食草はイワ

ダレソウ、 

オギノツメ 

等

•鳥類、クモ 

類、カマキ 

リ等

•草地

•植物食

水田雑草

群落

•周年生育するが、 

種構成の変化は 

大きい
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表4-1-41(2) 注目種■群集の生態及び相互関係

地域を特

徴づける 

生態系

注目種•群集

生活史 他の動植物との関係 生活形

生息場所の利用形 

式(定住性•繁殖• 

産卵等の時期や日 

周活動等)

生息場所の利 

用内容(生息場 

所の環境要素 

等)

生活圏の広がり

(行動圏)

食性 捕食者 採食ギルド 

区分

河川生態

系

上位性 ミサゴ •周年生息(留鳥)

•春〜夏に繁殖

•海岸、河川、 

湖等の水辺付 

近に生息

•数km2程度 •魚類 •雛：アオダ 

イショウ、 

カラス類

•髙木、断崖、

水辺の上空 

•魚食

ニホンウ 

ナギ

•周年生息

•産卵期は4〜12

月で海で産卵

•河川の中下

流、河口域に 

生息

•海で孵化した 

シラスウナギ 

は主に1〜3月 

に河川を遡上、 

河川生活は5〜 

十数年

•水生昆虫 

類、小型魚 

類、貝類、 

エビ類、力 

エル類等

•サギ類やミ 
サゴ等の魚 

食性鳥類、 

小型の時は 

肉食性魚類

•河川

•肉食

典型性 オイカワ •周年生息

•産卵期は5〜8月

•河川の中下流

域に生息

•稚魚期には降 

下、未成魚にな 

ると遡上する 

傾向が強い

•付着藻類、 

水生昆虫類 

等

•肉食性魚 

類、サギ類、 

カワウ、力 

ワセミ等の 

魚食性鳥類

•河川

•雑食

テナガエビ 

類

.周年定着(孵化 

後1ケ月は海で過 

ごす)

• 5～9月に繁殖

•主に河川の下 

流〜汽水域

•孵化後、直ち 

に降海して、1 

ヶ月後に河川 

を遡上、寿命は 

1～3年

•水生動物 •肉食性魚

類、サギ類

•河川

•肉食
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1.6景観及び人と自然との触れ合いの活動の状況

1)景観の状況

(1) 地域の景観特性

調査区域には、宮崎平野から0向灘に広がる海岸沿いの景観が分布しています。

(2) 主要な眺望点及び景観資源の分布及び概要

a.主要な眺望点の分布及び概要

調査区域における主要な眺望点の概要を表4-1-42⑴〜⑵に、位置を図4-1-25に示しま 

す。

調査区域には、阿波岐原森林公園、宝塔山公園等の9箇所の主要な眺望点があります。 

実施区域には、主要な眺望点はありません。

表4-1-42(1)主要な眺望点の概要

番号 名称 所在地 概要 出典番号

1
阿波岐原森林公園

(市民の森)

宮崎市新別府町、

山崎町及び阿波岐 

原町

明治百年記念事業として建設された、約10 

kmにおよぶ阿波岐原森林公園の中に市民 

の憩いの場として、遊戯施設、休憩所、展 

望台、売店を整えた市民の森30haを開設。 

貸自転車(無料)もある。

1,2

2 県立平和台公園
宮崎市下北方町越 

ヶ迫6146

「はにわ園」や遊歩道、アスレチック広場 

なども整備されている。平成6年から散策 

道や水辺を整備、「せせらぎ水路」は自然 

に優しいヤシの繊維で護岸するなど人と 

自然との共存が図られている。

1,2, 4, 5

3 萩の台公園
宮崎市大字広原竹 

増迫7150

芝生広場や遊具広場、草スキー場といった 

家族で楽しめる施設や軟式野球場やテニ 

スコート、多目的広場、弓道練習場など本 

格的にスポーツを楽しめる施設が整備さ 

れ、スポーツ•レクリエーションから健康 

増進にまで寄与している。

1,3,5

4 宝塔山公園
宮崎市佐土原町上 

田島水ヶ廻

園内には、たくさんの遊歩道があり、ウオ 

ーキングを楽しめる。また、歴史学習の場 

や桜を楽しむ場としても親しまれており、 

展望台も存在する。

4,5

5 大淀川学習館
宮崎市下北方町二 

反五瀬5348番地1

川のシアター、季節ごとの蝶の生態が観察 

できる自然学習館、大淀川流域に生息して 

いる魚や水生生物を展示している生体展 
示ホールのほか、ホタル展示室、観察ステ 

ーションなどがあり、大淀川水辺の楽校• 

里山の楽校と併せて自然観察•自然体験• 

環境学習など広く学習•体験できる。

1,2

6 久峰総合公園
宮崎市佐土原町下 

那珂13754

園内は、テニスコート8面、陸上競技場、 

両翼100mの野球場、弓道場、1.5kmの散策 

園路、そして展望台、多目的芝生広場、パ 

ターゴルフ場、草スキー場などの冒険広場 

が備わっており、また、春から初夏にかけ 

てサクラやツツジ、アジサイなどの花が観 

られる。

1,2, 4, 5

出典：1「2019年版 宮崎市襯光要覧」(令和2年3月、宮崎市)

2「みやざき観光情報旬ナビ」(令和2年4月、宮崎県)

3「パークガイド」(平成31年2月、一般財団法人みやざき公園協会) 

4「宮崎市景観計画」(平成19年10月(平成31年4月変更)、宮崎市) 

5「宮崎市都市計画図」(平成20年3月、宮崎市都市計画課)
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表4-1-42(2)主要な眺望点の概要

番号 名称 所在地 概要 出典番号

7 垂水公園 宮崎市大字瓜生野

散歩するのに最適なサクラ並木が整備さ 

れている。宮崎市の北西部の大字瓜生野と 

池内町の中間の小高い丘に位置する公園。 

園内には、ソメイヨシノ、ヤマザクラ、ヤ 

エザクラ、ヒガンザクラなどのサクラが、 

約3500本植栽されている。

5

8 蓮ヶ池史跡公園
宮崎市芳士 2258 

-3

蓮ヶ池史跡公園は、史跡蓮ヶ池横穴群の保 

存と活用を図るため公園化がなされ、古代 

蓮池、せせらぎ水路、芝生広場、竪穴式住 

居などの施設がある。

1,5

9 宮崎みたま園
宮崎市池内町天神 

面 3901

丘陵地にある宮崎市運営の大規模墓地。園 

内には、シンボル^ゾーン、緑地レクリエー 

ション広場等を整備しているほか、サク 

ラ、ツツジ等の植栽が行われており、公園 

的な要素が盛り込まれている。

5

出典：1「2019年版 宮崎市襯光要覧」(令和2年3月、宮崎市)

2「みやざき観光情報旬ナビ」(令和2年4月、宮崎県)

3「パークガイド」(平成31年2月、一般財団法人みやざき公園協会)

4「宮崎市景観計画」(平成19年10月(平成31年4月変更)、宮崎市)

5「宮崎市都市計画図」(平成20年3月、宮崎市都市計画課)

b.景観資源の分布及び概要

調査区域における景観資源の概要を表4-1-43に、位置を図4-1-25に示します。 

調査区域には、国富•宫崎海成段丘等の7箇所の景観資源があります。

実施区域には、国富•宮崎海成段丘があります。

表4-1-43景観資源の概要

出典：1「第3回自然環境保全基礎調査 宮崎県自然環境情報図」(平成元年、環境庁)

2「全国観光情報サイト全国棲るなび」(令和2年4月、(公社)日本棲光振興協会)

番号 名称 概要 出典番号

A 国富•宮崎海成段丘 海成段丘

1
B ーツ葉浜砂丘 砂丘

C ーツ瀬川河口砂州
砂州

D 石崎川河口砂州

E ーツ葉海岸(住吉海岸) 海岸景観

2F ーッ瀬川
河川景観

G 大淀川
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(3)主要な眺望景観の概況

調査区域における主要な眺望景観の概況を表4-1-44に示します。

調査区域には、久峰総合公園からーツ葉砂丘を望む眺望景観等があります。

表4-1-44主要な眺望景観の概況

注1:眺望方向とは、主要な眺望点から視対象となる景観資源への方向を示す。 

注2 :実施区域の存在 〇:眺望方向に実施区域が位置している

番号 主要な眺望点 視対象となる景観資源 眺望方向 実施区域の存在

1
阿波岐原森林公園(市

民の森)

国富•宮崎海成段丘 

ーツ葉浜砂丘
西〜北 〇

2 県立平和台公園

国富•宮崎海成段丘 

ーツ葉浜砂丘 

ーッ葉海岸谁吉海岸)

東〜北東 〇

3 萩の台公園

石崎川河口砂州 

ーツ葉浜砂丘 

ーツ葉海岸(住吉海岸)

東〜南東 〇

4 宝塔山公園

国富•宮崎海成段丘 

ーツ葉浜砂丘

ーツ瀬川 

ーツ瀬川河口砂州

南〜北東 —

5 大淀川学習館 大淀川 南西 X

6 久峰総合公園
ーツ葉浜砂丘

ーッ葉海岸谁吉海岸)
東〜南 〇

7 垂水公園 ーツ葉浜砂丘 東 X

8 蓮ヶ池史跡公園 国富•宮崎海成段丘 北〜西 X

9 宮崎みたま園
国富•宮崎海成段丘 

ーツ葉浜砂丘
東〜北東 〇

X:眺望方向に実施区域が位置していない

-:眺望方向に実施区域が位置しているか文献からは確認できない
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⑷身近な自然景観等(身近な自然景観の観点から選定した主要な眺望点、景観資源、主要 

な眺望景観)の概況

調査区域における身近な自然景観の観点から選定した主要な眺望点の概要を表4-1-45

に、位置を図4-1-25に示します。

調査区域には、小中学校が18箇所存在します。このうち、実施区域の視認性がある主要 

な眺望点として、住吉小学校及び宮崎日本大学中学校の2箇所があります。

表4-1-45身近な自然景観の概況

注1:視対象となる景観資源は、古くから親しまれている景観として、各学校の校歌で諷われている郷土の風景を対象としてい 

る。なお、固有名詞 潫島山、石崎川など)を除く抽象的な対象物(山、田、海等)は、段丘、水田、日向灘に分類して 

記載している。表中の()内は校歌で讓われている抽象的な対象物を示す。

区分 番号
身近な自然景観の 
観点から選定した
主要な眺望点

視対象となる景観資源 眺望方向 実施区域の視認性

小.中学校
1 那珂小学校

霧島山、石崎川、段丘 

(台地、山)、水田(千 
町の田畑)

南東 X

2 広瀬北小学校
ーツ瀬川、久峰山、段 
丘(森)、日向灘(海原)

南〜南西 X

3 広瀬小学校
石崎浜、ーツ瀬川、久 
峯山、日向灘(海)、水 
田(田畑)

南西 X

4 広瀬西小学校
日向灘、段丘(丘、み
どりの木立)

南西〜東 X

5 住吉小学校
尾鈴山、松原、段丘(緑 
の丘)、水田(田)、日 
向灘(黒潮)

南〜北東 〇

6 住吉南小学校 日向灘、蓮ヶ池 北西〜北東 X

7 池内小学校
矢口の池、日向灘(海)、 
段丘(丘、城山)、水田
(田)

北東 X

8 大宮小学校
平和の塔、段丘(みど 
りの丘、森)、水田(稲 
穂、菜の花ばたけ)

北東 X

9 東大宮小学校 平和の塔 北〜北東 X
10 宮崎東小学校 日向灘(黒潮) 北 X
11 佐土原中学校 段丘(緑の丘、若竹) 南東 X

12 久峰中学校 石崎浜、久峰山
段丘(広瀬の丘)

南西 X

13 広瀬中学校 段丘(剛、日向灘(海) 西〜南西 X

14 住吉中学校
段丘(高千穂の峰)、日
向灘(東海の海)

南西〜北東 X

15 東大宮中学校 霧島、日向灘(海) 北〜北東 X

16 大宮中学校
平和の塔、霧島の峰、
段丘(山脈、丘)、日向 
灘®潮)

北東 X

17
宮崎日本大学中学 
校

段丘(群たつ山)、日向 
灘(波)

西 〇

18 日章学園中学校 段丘(山)、日向灘(海) 東 X

注2:眺望方向とは、眺望点から視対象となる景棲資源と事業実施区域が重なる方向を示す。

注3 :実施区域の存在 〇 :眺望方向に実施区域が視認できる、X :眺望方向に実施区域が視認できない 

出典：1「市立小学校一覧」(令和2年4月、宮崎市)

2「市立中学校一覧」(令和2年4月、宮崎市)

3「市内の国•県•私立学校一覧」(令和2年4月、宮崎市)
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主要な眺望点】

記号 番号 区分

參

1 阿波岐原森林公園(市民の森)

2 県立平和台公園

3 萩の台公園

4 宝塔山公園

5 大淀川学習館

6 久峰総合公園

7 垂水公園

8 蓮ケ池史跡公園

9 宮崎みたま園

出典：1「2019年版 宮崎市観光要资J (令和2年3月、宮崎市)

2「みやざき観光悄報旬)ビJ (令和2年4月、宮崎供)

3「パークガイドj (平成31年2月、一般財団法人みやざさ公園協会) 

4「宮峭市景観計画J (平成19年10月(平成31年4月変更)、宮峭市) 

5「宮峙市都市計画図」(平成20年3月、宮峭市都市針画課)

出典：1「第3回自然15境保全基礎調査宮闳県自然頊境情報図」(平成元年、環境庁) 

2「全国観光情報サイト全国観るなび」(令和2年4月、(公社)日本奴光板興協会)

【景観資源】

記号 番号 区分

CZD A 国富•宮崎海成段丘

B ーツ集浜砂丘

〇 ーツ瀬川河口砂州

D 石崎川河口砂州

E ーツ葉海岸(住吉海岸)

F ーツ瀬川

G 大淀川

【身近な自然景観の観点から選定した主要な眺望点(小中学校)】

記号番号 名称(視対象となる景観資源)

1 那珂小学校(霧島山、石崎川、段丘(台地、山)、水田(千町の田畑))

2 広瀬北小学校(ーツ瀬川、久峰山、段丘(森)、日向灘(海原))

3 広瀬小学校(石崎浜、ーツ瀬川、久峯山、日向灘(海)、水田(田畑))

4 広瀬西小学校(日向灘、段丘(丘、みどりの木立))

5 住吉小学校(尾鈴山、松原、段丘(緑の丘)、水田(田)、日向灘(黒潮))

6 住吉南小学校(日向灘、蓮ケ池)

7 池内小学校(矢口の池、日向灘(海)、段丘(丘、城山)、水田(田))

8 大宮小学校(平和の塔、段丘(みどりの丘、森)、水田(稲穂、菜の花ばたけ))

9 東大宮小学校(平和の塔)

10 宮崎東小学校(日向灘(黒潮))

11 佐土原中学校(段丘(緑の丘、若竹))

12 久峰中学校(石崎浜、久峰山段丘(広瀬の丘))

13 広瀬中学校(段丘(岡)、日向灘(海))

14 住吉中学校(段丘(高千穂の峰)、日向灘(東海の海))

15 東大宮中学校(霧島、日向灘(海))

16 大宮中学校(平和の塔、霧島の峰、段丘(山脈、丘)、日向灘(黒潮))

17 宮崎日本大学中学校(段丘(群たつ山)、日向灘(波))

18 日章学園中学校(段丘(山)、日向灘(海))

出典：1「市立小学校一竞J (令和2年4月、宮埼市)

2「市立中学校一覧』(令和2年4月、宮崎市)

3「市内の国•県•私立宇校一晃」(令和2年4月、宮姆市>

C ) 都市計画対象道路事業実施区域

4-1-25主要な眺望点,景観資源及び身近な自然景観位置図

〇 1.0 2.0 3.0 4.0km

1:50.000
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2)人と自然との触れ合いの活動の状況

(1)人と自然との触れ合いの活動の場の概況

調査区域には、人と自然との触れ合いの活動の場として、自然観察ができる場がありま 

す。

⑵主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布及び概況

調査区域における主要な人と自然との触れ合いの活動の場の概況を表4-1-46に、位置を 

図4-1-26に不します。

調査区域には、主要な人と自然との触れ合いの活動の場として、県立平和台公園、大淀)II学 

習館等8箇所があります。

実施区域には、主要な人と自然との触れ合いの活動の場はありません。

表4-1-46主要な人と自然との触れ合いの活動の場の概況

番号 活動区分 名 称 概 要 出典番号

1 自然観察
阿波岐原森林公園

(市民の森)

遊戯施設、休憩所、展望台、売店を整えた市民の 

森30haを開設。貸自転車(無料)もある。
1,2,5

2 自然観察 県立平和台公園 散策道、せせらぎ水路など様々な施設がある。 1,2,5

3 自然観察 久峰総合公園
陸上競技場•子供広場展望台•多目的広場など様々 

な施設がある。
1,2,5

4 自然観察 垂水公園
ソメイヨシノをはじめ約3, 500本の桜があり、3月 

下旬から4月上旬には桜まつりが開催される。
1,2,5

5 自然観察 蓮ヶ池史跡公園

史跡蓮ヶ池横穴群の保存と活用を図るため公園化 

がなされ、古代蓮池、せせらぎ水路、芝生広場、 

竪穴式住居などの施設がある。

1,2,5

6 自然観察 萩の台公園

芝生広場や遊具広場、草スキー場といった家族で 

楽しめる施設や軟式野球場やテニスコート、多目 

的広場、弓道練習場など本格的にスポーツを楽し 

める施設が整備されている。

3,5

7 自然観察 大淀川学習館

大淀川水辺の楽校•里山の楽校と併せて自然観 

察。自然体験•環境学習など広く学習•体驗でき 

る。

1,2

8 サイクリング
ロード

宮崎佐土原西都自

転車道線

起点 宮崎市塩路〜終点 西都市までの22.8kmの自 

転車専用道路。
4

出典：1「2019年版 宮崎市襯光要覧」(令和2年3月、宮崎市)

2「みやざき観光情報旬ナビ」(令和2年4月、宮崎県)

3「パークガイド」(平成31年2月、一般財団法人みやざき公園協会) 

4「サイクルin九州」(令和2年4月、サイクルin九州)
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出典.「2019年版宮崎市観光要覧J (令和2年3月、宮崎市> 

「みやざき観光情報旬ナビJ (令和2年4月、宮崎県) 

「バ クガイドJ (平成31年2月、一般財団法人みやざき公園協会) 

「サイクルin九州」(令和2年4月、サイクルin九州)

C ) 都市計画対象道路事業実施区域

図4-1-26主要な人と自然との触れ合いの活動の場の位置図

4.0km

1:50,000

記号 番号 名称

1 阿波岐原森林公園(市民の森)

2 県立平和台公園

3 久峰総合公園

( ) 4 室水公園
參

5 蓮ヶ池史跡公園

6 萩の台公園

7 大淀川学習館

8 宮崎佐土原西都自転車道線
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1.7文化財の状況

調査区域には、「文化財保護法」(昭和25年5月30日法律第214号、最終改正：平成30年 

6月8日法律第42号)並びに「宮崎県文化財保護条例」(昭和31年3月30日宮崎県条例第15 

号、最終改正：平成17年3月29日、宮崎県条例第33号)及び「宮崎市文化財保護条例」(昭 

和45年3月30日条例第7号、最終改正：平成21年12月25日条例第82号)により指定され 

た天然記念物等があります。また、指定文化財のほかに調査区域には埋蔵文化財包蔵地、遺跡 

があります。実施区域には、県指定の史跡が2箇所、市指定の有形文化財が1箇所あります。 

指定文化財の状況を表4-1-47(1)〜⑵に、埋蔵文化財の状況を表4-1-48⑴〜⑸に、指定 

文化財位置図を図4-1-27、埋蔵文化財位置図を図4-1-28に示します。

実施区域は、埋蔵文化財が多数あります。

表4-1-47(1)指定文化財

出典：「みやざき文化財情報」(令和2年4月、宮崎県教育庁文化財課)

「宮崎市教育委員会文化財課への聞き取り」(令和2年2月、宮崎市教育委員会文化財課) 

「宮崎県埋蔵文化財センターへの聞き取り」(令和2年3月、宮崎県埋蔵文化財センター)

指定 種別 名称 所在地 指定年月日

国 重要文化財 旧黒木家住宅 宮崎市神宮2 丁目 昭和48年2月23日

国 重要文化財 旧藤田家住宅 宮崎市神宮2 丁目 昭和48年2月23日

国 重要文化財
木造騎獅文殊菩薩及脇侍 
像附木造天蓋一面

宮崎市佐土原町上田島
767 (大光寺)

昭和19年9月5日

国 重要文化財
木造乾峯士曇坐像木造 

岳翁長甫坐像
宮崎市佐土原町上田島
767 (大光寺)

平成30年10月31日

国 天然記念物 宮崎神社のオオシラフジ 宮崎市宮崎神宮 昭和26年6月9日

国 史跡 蓮ヶ池横穴群 宮崎市大字芳士 2258-3 昭和46年7月17日

国 史跡 佐土原城跡 宮崎市佐土原町上田島 平成16年9月30日

県 有形文化財 金剛寺文書 宮崎市大字芳士 2258-3 平成18年3月23日

県 有形文化財
下北方地下式横穴5号出 
土品(一括)

宮崎市大字芳士 2258-3 平成20年3月31日

県 有形文化財
木造阿弥陀如来坐像(一
躯)

宮崎市神宮2 丁目 昭和40年8月17日

県 有形文化財
米良の民家旧黒木幸見家 
住宅

宮崎市神宮2 丁目 昭和52年4月1日

県 有形文化財
椎葉の民家旧清田司家住 
宅

宮崎市神宮2TB 昭和52年4月1日

県 有形文化財 土持文書 宮崎市神宮2 丁目 昭和58年1月21日

県 有形文化財
木造地蔵菩薩半跏像(一 
躯)

宮崎市佐土原町上田島
767 (大光寺)

昭和40年8月17日

県 史跡 池内横穴 宮崎市平和が丘西町 昭和47年5月26日

県 史跡 那珂村古墳
宮崎市佐土原町東上那 
珂字牛ヶ迫ほか

昭和12年7月2日

県 史跡 広瀬村古墳
宮崎市佐土原町下那珂
七ヶ廻ほか

昭和14年1月27日

県 史跡 佐土原町古墳
宮崎市佐土原町上田島
字居穴口ほか

昭和10年7月2日

県 史跡 僧日講遺跡
宮崎市佐土原町上田島 
今坂

昭和17年6月23日

県 史跡 住吉村古墳 宮崎市住吉地区一円 昭和14年1月27日

県 史跡 宮崎市下北方古墳 宮崎市下北方一円 昭和14年4月21日

県 史跡 瓜生野村古墳 宮崎市瓜生野地区一円 昭和19年12月15日

県 史跡 船塚古墳 宮崎市神宮2 丁目 昭和52年4月1日

県 史跡 古月禅師分骨塔
宮崎市佐土原町上田島
767 (大光寺)

昭和9年4月17日
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表4-1-47(2)指定文化財

出典：「みやざき文化財情報」(令和2年4月、宮崎県教育庁文化財課)

「宮崎市教育委員会文化財課への聞き取り」(令和2年2月、宮崎市教育委員会文化財課) 

「宮崎県埋蔵文化財センターへの聞き取り」(令和2年3月、宮崎県埋蔵文化財センター)

指定 種別 名称 所在地 指定年月日

市 有形文化財 木造十一面観音立像一躯 宮崎市大字広原4406-1 昭和49年4月15日

市 有形文化財 舞楽面陵王
宮崎市大字新名爪4449 
番地

昭和48年3月12日

市 有形文化財
広原横穴第1号(線刻壁 
画)

宮崎市大字広原字管牟 
田7594番地 昭和57年2月12日

市 史跡 下郷遺跡出土絵画土器 宮崎市大字芳士 2258-3 平成14年10月28日

市 史跡 島津家久•豊久公墓二基
宮崎市佐土原町上田島 
西野久尾(天昌寺跡)

昭和54年4月8日

市
無形民俗文 
化財

下北方六月踊り 宮崎市下北方 平成15年3月28日

市
無形民俗文 
化財

曽我兄弟踊り
宮崎市佐土原町下田島
大炊田

平成7年11月8日

県 天然記念物
アカウミガメ及びその産 
卵地

子供の国南端から住吉
海岸

昭和55年6月24日
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表4-1-48(1)埋蔵文化財

出典：「宮崎市教育委員会文化財課への聞き取り」(令和2年2月、宮崎市教育委員会文化財課)

番号 名称 所在地 番号 名称 所在地

1 渡り瀬遺跡 大字下田島字渡り瀬 36 — —

2 福島河原遺跡 大字下田島字福島河原 37 — —

3 南町遺跡 大字下田島字南町 38 — —

4 新屋敷遺跡 大字下田島字新屋敷 39 — —

5 田ノ上遺跡 大字下田島字田ノ上 40 — —

6 天神遺跡 大字東上那珂字天神 41 — —

7 田淵迫遺跡 大字東上那珂字田淵迫 42 — —

8 新馬場遺跡 大字下田島字新馬場 43 西村第2遺跡 大字東上那珂字西村

9 馬場第2遺跡 大字上田島字馬場 44 新馬場遺跡 大字東上那珂字新馬場

10 — — 45 尾曲遺跡 大字西上那珂字尾曲

11 — — 46 境畑遺跡 大字西上那珂字境畑

12 — — 47 松本遺跡 大字西上那珂字松本

13 — — 48 横山遺跡 大字西上那珂字横山

14 松木田遺跡 — 49 佐野原遺跡 大字東上那珂字佐野原

15 — — 50 松月下第1遺跡 大字東上那珂字松月下

16 — — 51 松月下第2遺跡 大字東上那珂字松月下

17 — — 52 伏原遺跡 大字東上那珂字伏原

18 — — 53 内城第2遺跡 大字東上那珂字内城

19 — — 54 内城第1遺跡 大字西上那珂字内城

20 佐土原城跡個史跡) — 55 内城第3遺跡 大字東上那珂字内城

21 野久尾遺跡 大字上田島野久尾 56 内城第4遺跡 大字東上那珂字内城

22 永尾遺跡 大字上田島永尾 57 中原遺跡 大字東上那珂字中原

23 今僧津遺跡 大字上田島今僧津 58 南学原第2遺跡 大字西上那珂字南学原

24 仲間原遺跡 大字上田島仲間原 59 永谷遺跡 大字西上那珂字永谷

25 大原遺跡 大字上田島大原 60 小永迫遺跡 大字西上那珂字小永迫

26 長谷遺跡 大字上田島長谷 61 南学原第1遺跡 大字西上那珂字南学原

27 五月田遺跡 大字上田島五月田 62 古園遺跡 大字西上那珂字古園

28 杉尾遺跡 大字上田島杉尾 63 野地遺跡 大字西上那珂字野地

29 山内遺跡 大字上田島山内 64 松山遺跡 大字西上那珂字松山

30 笹松原遺跡 大字下田島字笹松原 65 — —

31 平松遺跡 大字下田島字平松 66 — —

32 原遺跡 大字下田島字原 67 福城寺遺跡 大字東上那珂字福城寺

33 奈良木遺跡 大字下田島字奈良木 68 宮の前遺跡 大字東上那珂字宮の前

34 — — 69 学頭第1遺跡 大字東上那珂字学頭

35 — — 70 学頭第2遺跡 大字東上那珂字学頭
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表4-1-48(2)埋蔵文化財

出典：「宮崎市教育委員会文化財課への聞き取り」(令和2年2月、宮崎市教育委員会文化財課)

番号 名称 所在地 番号 名称 所在地

71 上鳥巣遺跡 大字西上那珂字上鳥巣 105 成枝権現違跡 大字下那珂字成枝権現

72 森園遺跡 大字東上那珂字森園 106 人中第2遺跡 大字下那珂字人中

73 川添遺跡 大字下田島字川添 107 人中第1遺跡 大字下那珂字人中

74 竹下遺跡 大字下田島字竹下 108 井上第2遺跡 大字下那珂字井上

75 — — 109 井上第3遺跡 大字下那珂字井上

76 広瀬城 — 110 井上第2遺跡 大字下那珂字井上

77 — — 111 福塚遺跡 大字下那珂字福塚

78 — — 112 西ノ城遺跡 大字下那珂字西ノ城

79 — — 113 白坂遺跡 大字下那珂字白坂

80 — — 114 白川遺跡 大字東上那珂字白川

81 — — 115 六峰遺跡 大字東上那珂字六峰

82 片瀬原遺跡 大字下田島字片瀬原 116 宮ケ下遺跡 大字東上那珂字宮ケ下

83 竹ヶ島第2遺跡 — 117 仲ノ丸遺跡 大字東上那珂字仲ノ丸

84 竹ケ島遺跡 大字下田島字竹ケ島 118 牛ケ迫遺跡 大字東上那珂字牛ケ迫

85 平廻遺跡 大字下那珂字平廻 119 小亀田遺跡 大字東上那珂字小亀田

86 一丁田遺跡 大字下那珂字一丁田 120 釘元遺跡 大字東上那珂字釘元

87 — — 121 東亀田遺跡 大字東上那珂字東亀田

88 — — 122 中島遺跡 大字東上那珂字中島

89 — — 123 西村第1遺跡 大字東上那珂字西村

90 — — 124 下講中第1遺跡 大字東上那珂字下講中

91 片瀬原第2遺跡 — 125 上講中遺跡 大字東上那珂字上講中

92 囲跡 — 126 年居原遺跡 大字下那珂字年居原

93 — — 127 内田城跡 —

94 — — 128 下講中第2遺跡 大字東上那珂字下講中

95 — — 129 — —

96 城ケ峰第2遺跡 大字下那珂字城ケ峰 130 — —

97 — — 131 — —

98 西大坪遺跡 大字下那珂字西大坪 132 — —

99 城ケ峰第1遺跡 大字下那珂字城ケ峰 133 — —

100 田渕田遺跡 大字下那珂字田渕田 134 — —

101 下那珂遺跡 大字下那珂字下那珂 135 — —

102 鵬山遺跡 大字下那珂字誠訪山 136 — —

103 黒防遺跡 大字下那珂字黒防 137 — —

104 檍遺跡 大字下那珂字檍 138 保木下遺跡 大字島之内字保木下
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表4-1-48(3)埋蔵文化財

出典：「宮崎市教育委員会文化財課への聞き取り」(令和2年2月、宮崎市教育委員会文化財課)

番号 名称 所在地 番号 名称 所在地

139 島之内萩崎第4 — 172 往還高下第1遺跡 大字塩路往還高下

140 — — 173 伊鈴山第3遺跡 大字島之内字伊鈴山

141 島之内萩崎 — 174 — —

142 島之内萩崎第3 — 175 六ッ江遺跡 大字島之内字六ツ江

143 島之内萩崎第2 — 176 往還高下第2遺跡 大字塩路往還高下

144 — — 177 伊鈴山第4遺跡 大字島之内字伊鈴山

145 — — 178 牛道遺跡 大字塩路牛道

146 — — 179 永池遺跡 大字島之内字永池

147 — — 180 江良ノ上第4遺跡 大字塩路字江良ノ上

148 — — 181 大久保遺跡 大字塩路字大久保

149 詞作下第1遺跡 大字塩路字詞作下 182 鳥居原第2遺跡 大字新名爪字鳥居原

150 堂山第1遺跡 大字島之内字堂山 183 鳥居原第1遺跡 大字新名爪字鳥居原

151 堂山第2遺跡 大字島之内字堂山 184 — —

152 四本松第2遺跡 大字島之内字四本松 185 丹後城 大字芳士字野間ノ平

153 四本松第1遺跡 大字島之内字四本松 186 北ケ迫遺跡 —

154 四本松第3遺跡 大字島之内字四本松 187 — —

155 詞作上第1遺跡 大字塩路字詞作上 188 — —

156 詞作下第2遺跡 大字塩路字詞作下 189 — —

157 — — 190 — —

158 詞作上第2遺跡 大字塩路字詞作上 191 — —

159 江良ノ上第1遺跡 大字塩路字江良ノ上 192 鳥居原第3遺跡 大字新名爪字鳥居原

160 江良ノ上第2遺跡 大字塩路字江良ノ上 193 江良ノ上第5遺跡 大字塩路字江良ノ上

161 江良ノ上第3遺跡 大字塩路字江良ノ上 194 江良ノ上第6遺跡 大字塩路字江良ノ上

162 堂山第3遺跡 大字島之内字堂山 195 大原第1遺跡 大字塩路大原

163 四本松第4遺跡 大字島之内字四本松 196 — —

164 四本松第5遺跡 大字島之内字四本松 197 高下遺跡 大字芳士字高下

165 四本松第6遺跡 大字島之内字四本松 198 中ノ原第1遺跡 大字芳士字中ノ原

166 伊鈴山第1遺跡 大字島之内字伊鈴山 199 中ノ原第2遺跡 大字芳士字中ノ原

167 新山番第1遺跡 大字島之内字新山番 200 大原第2遺跡 村角町大原

168 新山番第2遺跡 大字島之内字新山番 201 — —

169 宮大牧場遺跡 大字島之内字唐池 202 — —

170 伊鈴山第2遺跡 大字島之内字伊鈴山 203 大原第3遺跡 村角町大原

171 江良遺跡 大字塩路字江良 204 籠松第1遺跡 村角町籠松
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表4-1-48(4)埋蔵文化財

出典：「宮崎市教育委員会文化財課への聞き取り」(令和2年2月、宮崎市教育委員会文化財課)

番号 名称 所在地 番号 名称 所在地

205 産母遺跡 山崎町産母 238 吉十遺跡 村角町吉十

206 籠松第2遺跡 村角町籠松 239 — —

207 下ノ原第1遺跡 大字芳士字下ノ原 240 松下遺跡 阿波岐原町松下

208 下ノ原第2遺跡 大字芳士字下ノ原 241 前浜遺跡 阿波岐原町前浜

209 籠松第3遺跡 村角町籠松 242 石神遺跡 山崎町下ノ原

210 楸畑第1遺跡 村角町楸畑 243 中須遺跡 —

211 — — 244 桜町遺跡 花ケ島町桜町

212 上ノ原第1遺跡 山崎町上ノ原 245 萩崎第1遺跡 村角町萩崎

213 — — 246 萩崎第2遺跡 村角町萩崎

214 楸畑第3遺跡 村角町楸畑 247 猿野遺跡 阿波岐原町猿野

215 上ノ原第2遺跡 山崎町上ノ原 248 — —

216 山崎遺跡 山崎町上ノ原 249 宮神遺跡 阿波岐原町宮神

217 楸畑第2遺跡 村角町楸畑 250 中園遺跡 阿波岐原町中園

218 弥兵衛畑第1遺跡 村角町弥兵衛畑 251 — —

219 古墳 村角町弥兵衛畑 252 平原第1遺跡 大島町平原

220 弥兵衛畑第2遺跡 村角町弥兵衛畑 253 東大宮遺跡 東大宮4 丁目

221 — — 254 — —

222 — — 255 本村遺跡 大島町本村

223 水窪第1遺跡 村角町水窪 256 — —

224 水窪第2遺跡 村角町水窪 257 立野遺跡 大島町立野

225 高尊遺跡 村角町高尊 258 長山遺跡 村角町長山

226 — — 259 垂水公園遺跡 池内高野ケ野

227 高屋神社第10号墳 村角町橘尊 260 横穴 池内鋒野

228 牟田中遺跡 村角町牟田中 261 垂水第1遺跡 大字瓜生野字ソヤノ木原

229 地藏牟田遺跡 村角町地蔵牟田 262 垂水第2遺跡 大字瓜生野字小原山

230 東原遺跡 村角町東原 263 池内B遺跡 池内町城畑ケ迫

231 檍第5号墳 山崎町下ノ原 264 池内A遺跡 池内町城畑ケ迫

232 檍第6号墳 山崎町下ノ原 265 — —

233 — — 266 — —

234 下ノ原第1遺跡 山崎町下ノ原 267 横穴 池内町城寺前

235 檍第4号墳 山崎町下ノ原 268 宮崎城跡 池内町城他

236 先切遺跡 阿波岐原町先切 269 — —

237 下ノ原第2遺跡 山崎町下ノ原 270 — —
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表4-1-48(5)埋蔵文化財

出典：「宮崎市教育委員会文化財課への聞き取り」(令和2年2月、宮崎市教育委員会文化財課)

番号 名称 所在地 番号 名称 所在地

271 — — 281 平和台下遺跡 下北方町下郷

272 — — 282 垣下遺跡 下北方町垣下

273 — — 283 下北方遺跡群 —

274 — — 284 宮崎市下北方古墳 下北方地区一円

275 — — 285 宮大茶園遺跡 下北方町垣下

276 古墳 南方町御供田 286 大宮中学校校庭遺跡 下北方町横小路

277 黒太郎遺跡 — 287 宮大農園遺跡 霧島5 丁目

278 上ノ原第1遺跡 山崎町上ノ原 288 船塚遺跡 船塚3 丁目

279 八畝田遺跡 下北方町八畝田 289 — —

280 宮崎市下北方古墳 下北方地区一円 290 — —

4-1-86



記号 番号 名称 傭考

•

C=)

1 旧黒木家住宅

国指定文化財/里要文化財
2 旧藤田家住宅

3 木造騎獅文殊菩薩及脇侍像(五躯)附木造天蓋一面

4 木造乾峯士簦坐像木造岳翁長甫坐像

5 宮崎神宮のオオシラフジ 国指定文化財/天然記念物

6 蓮ヶ池横穴群
国指定文化財/史跡

7 佐土原城跡

•

8 金剛寺文害

県指定文化財/有形文化財

9 下北方地下式横穴5号出士品(一括>

10 木造阿弥陀如来坐像一軀

11 米良の民家旧黒木幸見家住宅

12 椎葉の民家旧清田司家住宅

13 土持文書

14 木造地蔵菩薩半跏像(一躯)

15 池内横穴

県指定文化財/史跡

16 那珂村古墳

17 広瀬村古墳

18

19

20

佐土原町古墳

僧日講遺跡

住吉村古墳

參〇 21 宮崎市下北方古墳

22 瓜生野村古墳

23 船塚古墳

24 古月禅師分骨塔

e

25 木造十一面観音立像一躯

申指定文化財/有形文化財26 舞楽面陵王

27 広原横穴第1号(線刻壁画)

28 下郷道跡出土絵画土器
市指定文化財/史跡

29 島津家久•豊久公墓二基

——
30 下北方六月踊り

市指定文化財/無形民族文化財
31 曾我兄弟踊り

32 アカウミガメ及びその産卵地 県指定文化財/天然記念物

( )
都市計画対象道路事業実施区域

図 4-1-27 文化財位置図
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出典：「寅昀市教自委員会文化財理への閒？取リ」(令和2年2月.试昀珩教育委員会又化財課>

記号 区分

• 〇 遺跡

都市計画対象道路事業実施区域C D
図 4-1-28 埋蔵文化財位置図
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